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蒲郡市緑の基本計画策定にあたって

本市は、自然豊かな環境に恵まれた住みやすいまちとして発展してきました。
この緑豊かな自然環境は、心身の健康や地域の魅力を高める重要な資源であり、
何ものにも代えがたい本市の財産となっています。

このような良好な環境を築き継承するため、平成７年度に「蒲郡市緑の基本計
画」を策定し、その後、平成２２年度の改訂を経て緑の各種施策に取り組んでま
いりました。

近年の社会経済状況の変化や大規模自然災害の影響を受ける中で、私たちが
大切にしてきた自然環境や緑を守り次世代へ引き継ぐために、これからの１０
年を見据えた計画を策定しました。本計画では、“水と緑で笑顔がつながるまち
がまごおり”を将来像テーマとして掲げ、緑の保全と創出を通じて、持続可能な
まちを創造し、皆様が快適で豊かな暮らしを享受できる環境づくりを目指して
まいります。緑豊かな環境は、私たちの暮らしの基盤であると同時に、ウェルビ
ーイングのための重要な要素でもあります。「人」「自然」「地域」が調和した緑
のまちづくりに皆様とともに取り組みながら、本市に関わる全ての方がウェル
ビーイングを実感し、幸福感を感じながら健康で住み続けられるように取組を
進めてまいります。

最後に、本計画の策定にあたり多大なご尽力いただきました蒲郡市緑の基本
計画策定委員会の皆様をはじめ、アンケート調査を通じて貴重なご意見をいた
だきました市民の皆様に心より感謝申し上げますとともに、今後も引き続き市
政に対するご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和７年 3月

蒲郡市長
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１ 緑の基本計画とは 

緑の基本計画は、都市緑地法第４条に基づく計画であり、都市の自然や地域の特
性を把握した上で、緑地の保全および緑化の推進に関する施策などを定めることに
より、都市公園の整備と併せて民有緑地の保全や都市の緑化を総合的かつ体系的に
推進します。 
 
２ 計画改訂の背景 

蒲郡市では、平成７（1995）年度に「緑の基本計画」を策定し、その後平成 22
（2010）年度の改訂を経て、緑の豊かなまちづくりを進めてまいりました。改訂か
ら 10年以上が経過しており、この間に社会経済状況が変化し、特に近年の人口減少
や少子高齢化の進展を受け、将来の人口規模を見据えたまちづくりへの転換が求め
られます。また、都市緑地法の改正、上位計画である蒲郡市総合計画や愛知県広域
緑地計画の見直しへの対応が必要となっていることから、これらを踏まえた計画の
改訂を行います。 
 
３ 対象区域・計画期間 

対象区域：都市計画区域（市域全体）5,696ha 
計画期間：令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度までの 10年間 

 
４ 対象とする緑 

本計画では、樹林や農地、河川・海岸の水辺に加え、公園緑地や街路樹、学校の
公有地の緑や、住宅・工場・事業所の民有地の緑を対象とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

農地の緑 樹林の緑 河川の緑 海岸の緑 

公園緑地 街路樹 学校の植栽地 工業地の植栽地 
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５ 計画の位置づけ

本計画は、市政の基本となる「蒲郡市第五次総合計画」に即するとともに、「蒲郡
市都市計画マスタープラン」とも整合した内容とします。また、計画の実行性を高
めるために緑に関連する計画との連携を図ります。

※緑の基本方針：都市における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本的な方針

本計画は、関連計画における方針を踏まえ、具体的な施策を定めるものです。

［愛知県広域緑地計画］平成 31（2019）年 3月改訂

○愛知県広域緑地計画では、『豊かな暮らしを支える あいちの緑づくり～緑
の質を高め 多様な機能を活用～』を計画の理念に掲げ、一の市町村の区域
を越えた広域的観点から、県内の緑に対する考え方、骨格や拠点となる緑
地に関する目標、緑の施策を定めています。

［都市における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本的な方針］
（緑の基本方針）令和 6（2024）年 12月策定

○令和６（2024）年の都市緑地法改正に伴い、国が定めた緑の基本方針で
は、『人と自然が共生し、環境への負荷が小さく、Well-being が実感できる
緑豊かな都市』を将来的な都市のあるべき姿とし、その実現に向けて、緑
地の保全及び緑化の推進の目標や、政府が実施すべき施策に関する基本的
な方針などを定めています。

[愛知県の緑づくりを考える３つの緑]
計画の理念の実現に向けては、緑づくりの基礎である「健全で良質な緑」が重要であり、「いのち

を守る緑」「暮らしの質を高める緑」「交流を生み出す緑」の 3 つの機能を高め、多様な主体による連
携や協働の取組により、これらの緑を効果的に『活用』します。

第五次蒲郡市総合計画          
（令和 3（2021）年策定）

即する

蒲郡市
緑の基本計画

蒲郡市都市計画
マスタープラン

（令和 5(2023)年策定）
整合

連携

－市の関連計画－
蒲郡市景観計画

(平成 31(2019)年策定)

適合

－市の関連計画－
蒲郡市立地適正化計画
(令和 6(2024)年改訂)

連携即する

即する

即する

緑の基本方針（※）

（令和 6(2024)年策定）

都市緑地法・都市公園法 等
（平成 29(2017)年改正）
（令和 6(2024)年改正）

愛知県広域緑地計画
（平成 31(2019)年改訂）
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［第五次蒲郡市総合計画］令和 3（2021）年 6月策定

○第五次蒲郡市総合計画では、基本構想において「豊かな自然 一人ひとりが
輝き つながりあうまち ～君が愛する蒲郡～ 」を将来都市像に掲げ、そ
の実現に向けての視点や基本方針を空間的かつ概念的に表すものとして、将
来都市構造を示しています。

[将来都市構造の概念図]

穏やかな三河湾と山並みからなる

「自然軸」を土台として、蒲郡駅

周辺の「心と暮らしを豊かにする

コアゾーン」を中心に、まとまり

のある各ゾーンが扇状に広がりま

す。各ゾーンでは自然軸と調和し

た都市活動が行われ、「交通軸」に

よりつながり合うことで互いに影

響し魅力を高め合っています。

［蒲郡市都市計画マスタープラン］令和 5（2023）年 3月策定

○蒲郡市都市計画マスタープランでは、まちづくりの基本目標の一つである
「豊かな自然を感じながら安心して過ごせるまちづくり」の中で、『自然や
文化的な地域資源の活用・保全』、『自然やまちなみと調和した景観形成』、
『災害に対する安全確保』を掲げています。

[将来都市構造図]

本市のまちとしてめざす姿や骨格

を示すものです。大まかな土地利

用の配置を「ゾーン」に区分し

「森林ゾーン」「農地ゾーン」では

現存する緑の資源の保全・整備を

推進する一方、「臨海交流ゾーン」

「観光・レクリエーションゾー

ン」では観光振興や三河湾に面す

る地域特性を活かした交流を促進

するゾーンとして位置づけていま

す。
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［蒲郡市⽴地適正化計画］令和 6（2024）年 6月改訂

○蒲郡市立地適正化計画では、将来都市像として掲げた『多世代が健康で安心
して暮らせるまち』を実現するため、「居住誘導区域」、「都市機能誘導区
域」を設定し、都市機能誘導区域への誘導施設や各区域での誘導施策を定め
ています。

［蒲郡市景観計画］平成 31（2019）年 4月策定

○蒲郡市景観計画では、景観形成の基本方針として『豊かな自然環境と調和し
た景観づくり』『地域に息づく景観を継承する景観づくり』『豊富な景観資
源・地形を活用した魅力を引き出す景観づくり』『人々の景観づくりの心を
育てる取り組み』の４つを掲げた上で、下図のとおり、市域を 6つの「ゾー
ン」と 1つの「軸」に区分し、ゾーン別景観形成の方針を定めています。

居住誘導区域
都市機能施設の維持につながる⼈⼝密度の確保
・居住を誘導する各種施策の検討・推進
・一定規模以上の開発行為または建築行為を対象とし
た届出制度の運用による、区域外における住宅開
発などの立地動向の把握と立地促進

都市機能誘導区域
誘導施設を踏まえた都市機能施設の誘導
・既存施策の位置づけ見直し、または新規施策の実施によ
り民間の都市機能を誘導

・公共施設再編の実施事業と連携
・民間事業者の動向により、国の支援を活用して、民間に
よる公共サービスの提供などを行う施設立地の検討

・区域内外における誘導施設を対象とした届出行為の運用
による、都市機能の立地動向の把握と立地促進

居住誘導区域および都市機能誘導区域
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１ 蒲郡市の概要 

（１） 位置・地勢 
本市は、愛知県の南東部の東三河沿岸部に

位置し、東側に豊川市、西側は西尾市・幸田
町、北側は岡崎市に接しています。ＪＲ東海
道本線が主要公共交通機関として機能してお
り、蒲郡・名古屋間を約 40 分で結んでいま
す。鉄道に加えて､国道 23号バイパスなどの
幹線道路で諸都市と結ばれ､東名高速道路へ
も容易にアクセスが可能です。 
市域の北と東西の三方は御堂山・五井山・

遠望峰山・三ヶ根山の山地に囲まれ、南は三
河湾に面した、風光明媚で温暖な地域です。 
三河湾に面した低地に市街地が形成され、その周辺の丘陵地には果樹園が広が

っています。また、市内には、温泉郷やマリンレジャー施設が点在し、多くの観
光客が訪れます。 

 
（２） 気温の推移 

昭和 59（1984）年から令和 5
（2023）年まで 40 年間の年ご
との日平均の気温の推移と傾向
をみると、年により変動がある
ものの、上昇傾向にあります。 

 
 
 
（３） 人口の推移 

本市の人口は、昭和 60（1985)
年をピークとし、その後減少して
います。また、年齢区分別では、
年少人口や生産年齢人口が減少す
る一方で、老年人口は増加してい
ます。 
令和 2（2020）年の全人口に対

する老年人口の割合は 29.7％と高
齢化が進んでおり、人口減少、少子高齢化の進行が予測されています。 

※線形（日平均気温）は日平均気温の推移を直線で近似したもの 
資料：気象庁データ（気象庁HP：気象統計－蒲郡年ごとの値）より集計 

資料：（R2 以前）国勢調査、（R7 以降）国立社会保障・人口問題研究所
（R5推計） 
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２ 緑の現況 

（１） 緑地の量 
施設緑地（※１）は市域全体で約 183.6haあり、このうち約 108.7haが市街化区

域内に存在しています。 
都市公園は市域全体で約 23.6haで、平成 21（2009）年度以降に近隣公園 1箇

所、街区公園 7箇所を新たに整備しています。 
地域制緑地（※２）は市域全体で約 2,782.7ha（重複分を除く）あり、大部分が市

街化調整区域内に存在しています。 
表 緑地現況量 

区 分 

施設緑地 地域制緑地 
緑地 
現況量 
総計 

都市 
公園 

公共施
設緑地 

民間施
設緑地 

施設 
緑地 
合計 

法によるもの 
県・市指
定文化財 

地域制 
緑地間の 
重複 

地域制 
緑地 
合計 

自然 
公園 

農振農用
地区域 保安林 

地域森林
計画対象
民有林 

河川 
区域 

国指定 
文化財 

令和 
5年度 23.6 120.5 39.5 183.6 1,736.9 714.6 72.0 1,716.4 18.1 1.9 3.5 1,480.7 2,782.7 2,966.4 

平成 
21年度 21.9 122.5 39.5 183.9 1,736.9 731.0 72.0 1,719.6 18.1 1.9 3.5 1,485.1 2,797.9 2,981.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 緑地現況図（令和 5（2023）年度） 
  

単位：ha 

※１ 施設緑地：都市公園や､都市公園以外の公園緑地に準ずる機能を持つ公有地、民有地の緑地。 
※２ 地域制緑地：良好な自然環境などの保全を図るために、土地利用や開発を規制する目的で、一定の土地の

区域を法律や条例などに基づき指定する緑地。 
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（２） 緑被の現況 
市全体の緑被面積は約 3,307haであり、緑被率（※）は市域の約 58％となってい

ます。内訳では、山林が最も多く、市域の約 34％を占めているほか、次いで果樹
園が約 12％を占めており、これらを合わせると市域面積の半数近くとなります。 
市街化区域における緑被率は約 19％で、前回調査時（平成 21（2009）年）と

比べると約 3.6 ポイント下がっています。現在施行中の蒲郡中部土地区画整理事
業地区内で緑被地の減少が顕著となっています。 

表 緑の現況量 
 

区 分 山 林 田 畑 果樹園 草 地 植栽地 水 面 
緑被面積
計 

 
市域面積 うち市街

化区域 

令和 
5年度 

面積(ha) 1,930.17 45.55 170.95 701.16 238.16 158.86 61.84 3,306.69 391.54 5,696.00 

比率(％) 33.89 0.80 3.00 12.31 4.18 2.79 1.09 58.05 19.03 － 

平成 
21年度 

面積(ha) 1,942.33 57.32 182.34 775.16 262.99 147.48 67.08 3,434.70 463.26 5,681.00 

比率(％) 34.19 1.01 3.21 13.64 4.63 2.60 1.18 60.46 22.59 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 緑被現況図 
  ※緑被率：緑の総量を把握する方法の１つで、航空写真などによって上空から見たときの緑に覆われている土地
（＝緑被地）の割合。なお、対象とする緑は樹林（山林）だけでなく､農地（田、畑、果樹園）や草
地、植栽地、水面を含めるものとする。 
緑被地は、航空写真（令和４年度）による判読にて抽出し、土地利用境界に合わせて補正作業を実施
した。 
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（３） 都市公園の現況 
都市公園は、土地区画整理事業などの市街地整備が実施された地域に整備され

ていますが、大塚、西浦中学校区では身近に都市公園の存在しない地域が広範囲
に及んでいます。 
こうした都市公園の存在しない地域では、児童遊園地などが配置していますが、

その規模は 1,000㎡未満のものが多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 都市公園等の配置状況 
注）本図は、身近な都市公園等の配置状況を把握するため、都市公園などの種別に関わらず、街区公園の誘致距

離である 250ｍに統一して誘致圏を表示する。 
都市公園以外では、街区公園と同等以上の機能を有すると見られる 1,000㎡以上の児童遊園地等を対象とす
ることを基本にしつつ、1,000 ㎡未満のものについても参考に表記。（運動広場は、事前予約が必要なこと
から対象外） 
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（４）道路緑化の状況
市内の国道および県道や主要な市道では街路樹が植栽されています。
街路樹の樹種は、市役所通はイチョウ、オレンジロードやマリンロードはイチ

ョウ、ケヤキ、クスノキ、中央通はハナミズキ、西浦シーサイドロードはヤシの
高木が植樹されています。近年、マリンロードにおいて中木のサルスベリに植え
替えが行われています。

図 道路緑化状況

市役所通（イチョウ） 中央通（ハナミズキ）マリンロード（クスノキ）

オレンジロード（ケヤキ）

西浦シーサイドロード（ヤシ）
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３ 緑化に関する取組 

（１） 市民参加への取組 
①蒲郡市緑化事業助成金制度（緑の街並み推進事業） 
本市では、愛知県が行う「あいち森と

緑づくり事業～都市緑化推進事業～」に
基づく間接補助事業として蒲郡市緑化事
業助成金制度（緑の街並み推進事業）を
創設し補助を行っています。この事業
は、市街化区域および市街化調整区域内
の既存集落で民有地の建物又は敷地の緑
化を進める事業を対象に、助成金を交付
するものです。 
平成 24（2012）年度以降、毎年１～

４件程度の申込があり、令和 5（2023)
年度までに累計 1,636㎡の緑化が行われ
ています。 
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【あいち森と緑づくり事業 ～都市緑化推進事業～】 

市街地における緑の全体量が減少するなか、都市の緑の保全・創出・活用を一
層推進するため、「あいち森と緑づくり税」を財源として、市町村等が行う取組
を支援する県の事業。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県建設部公園緑地課パンフレット 

図 緑化事業助成金交付制度実績 
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②蒲郡市公共施設里親制度（アダプトプログラム） 
蒲郡市公共施設里親制度は、市民と行政が協働でまちの美化を進めていく制度

です。 
令和 5（2023）年 9 月時点において登録されている団体数は 32 団体、登録人

数は 819 人で、本制度を開始した平成 19（2007）年から団体数、登録人数とも
増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 アダプトプログラム登録団体数・人数の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

【アダプトプログラム】 

アダプトとは「養子縁組をする」
という意味で、アダプトプログラム
は「里親制度」と訳されます。 
市民やボランティア団体、企業な

どが「里親」となって、道路や公園
などを自らの「養子」のように愛着
をもって、定期的に清掃・美化など
を行い、行政はボランティア保険へ
の加入や清掃道具の提供などの活動
の支援を行います。 

 

 

 

出典：蒲郡市 HP 
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③がまごおり市民企画公募まちづくり事業
自治会・市民活動団体が自主・自発的に行う公益的事業活動に対して事業の経

費を助成し、まちづくり活動への参画意識を高め地域の担い手の育成を図ります。

《本事業の例》
「小学校と地域協働の畑づくり事業」＜小江まちカフェ＞

（平成 29年度 はじめの一歩部門）
地域の人の顔と顔がつながるような場をつくろう

と始まったのが小江まちカフェです。小学校の中で
使われていなかった畑を地域のおじさんたちと耕
し、そこに児童も混ざって、自然と会話の生まれる
場をつくっています。

「山での健康づくりと交流は五井山から」＜蒲郡山友会＞
（平成 25年度 はじめの一歩部門）

五井山系を宮路山、本宮山のように多くの人に親
しまれるような登山道にするための整備を行いまし
た。あまり活用されていなかった五井山南面の旧登
山道をほぼ復活させ、立て札を設置したところ、歩
く人が増えました。ハイキング行事を開催すること
で、五井山の魅力を伝えています。

「花はまちを創る 未来へと！」＜がまごおり花フル会＞
（平成 29年度 ほとばしる情熱支援部門）

観光交流立市である蒲郡市を市民の力で花と緑あ
ふれる、元気な楽しいまちへと環境を変えていくこ
と、市民交流、協働の場の提供になることを目的
に、表玄関口である蒲郡駅南口北口広場にプランタ
ー花壇の設置をしました。まちなかを花で美しく
し、花のある暮らしが定着、浸透し潤いのあるまち
をつくります。

出典：蒲郡市 HP

④緑に関するイベントの開催
●自然観察会  
里山の動植物と触れ合い、自然の良さを体験する場を

提供するため、市では平成 15（2003）年度より自然観
察会を実施しています。令和５（2023）年度は28名、
令和 6（2024）年度は 30名の親子が参加しました。

自然観察会の様子
出典：蒲郡市の環境実態

(令和 5年 3月)
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●森と海の環境講演会  
市内の小学生に、森の生態系が川や海（三河湾）の生

態系に影響を及ぼしていることを学んでもらうため、平
成 19（2007）年度より、森と海の環境講演会を実施し
ています。令和４（2022）年度は竹島小学校、令和５
（2023）年度は大塚小学校で開催しました。

●植樹祭（県民参加の緑づくり）
身近に緑を感じ、公園に

愛着や関心を持っていただ
くことを目的に、「あいち森
と緑づくり事業」を活用し
た植樹祭を公園の整備時な
どに開催しています。

●森の文化祭
市民団体が主体となって、さがらの森を中心に毎年

「森の文化祭」を開催しています。令和 6（2024）年 4
月に第 23 回森の文化祭が開催され、里山でのハイキン
グや木工体験、まき割り体験など様々なイベントが行わ
れました。

●三河湾環境チャレンジ
海の生き物に親しみ、環境問題を考えるきっかけと

なるように、平成 17（2005）年より「三河湾環境チ
ャレンジ」が行われています。大学や県水産試験場、
竹島水族館など海に関係する様々な団体の協力のも
と、環境学習の一環として実施されています。

●拾石川における憩いの場の創造
「拾石川」をかつてのようなきれいで、地域住民が集

う憩いの場として甦らせるため、平成 8（1996）年に
「未来塾」が結成され、清掃活動や環境学習、地域のに
ぎわいや活性化を目的としたイベント活動を行っていま
す。

時 期 場 所

令和元年 11月 水竹公園
（新規公園）

令和４年３月 新井形公園
（新規公園）

令和５年３月 双太山公園
（既設公園）

令和６年３月 松前公園
（新規公園）

森と海の環境講演会の様子
出典：蒲郡市の環境実態

(令和 5年 3月)

植樹祭の様子

森の文化祭の様子

三河湾環境チャレンジの様子

表 植樹祭の開催状況

拾石川のこいのぼり
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４ 市民アンケート結果 

（１） 調査概要 
■ 実施期間：令和 5（2023）年 1０月 30日 ～ 11月 17日 
■ 調査対象：蒲郡市在住の 18歳以上の方の中から 1,700名を無作為に抽出 
■ 調査方法：郵送（アンケート調査票の配布・回収）およびWeb（QRコード・ 

URLをアンケート調査票に記載）にて実施 
■ 回収票数：707（回収率 41.6％） 

 
（２） アンケート結果 
 
①公園・緑地等の利用頻度 

 
 
 
 
 
 
「ほとんど利用しない」（54.3％）が最も多く、半数を超えているのに対し、

週 1日以上の利用者は 20％に達していません。 
前回調査との比較では、月に 1 回程度以上の利用者が、前回調査の 41.7％に

対し今回調査では 31.2％と 10 ポイントほど減少しています。また、「ほとんど
利用しない」が 37.7％から 54.3％と大幅に増加しています。 

 
②市内の公園の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どの項目も「普通」が一番多い中で、「公園までの距離」、「公園の大きさ」に
関しては、満足度（「満足」と「やや満足」の合計）が約 40％と比較的高いのに
対し、「遊具などの施設」、「清掃や樹木の管理」に関して、約 30％の方が「不
満」、「やや不満」と低調な結果になっています。 

7.2%

2.0%

11.7%

13.8%

12.3%

25.9%

13.2%

18.2%

54.3%

37.7%

0.7%

1.0%

0.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

H22

週に３日以上 週に１，２日 月に１回から

３回程度

年に４回から

１１回程度

ほとんど

利用しない

その他 無回答
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21.8%
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13.4%

16.5%

17.3%

11.7%

13.7%

16.3%
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45.5%

55.7%
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22.3%

11.7%

17.8%
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3.5%

2.7%

3.1%

4.4%

3.3%

3.0%

3.4%

4.0%
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①公園までの距離

②公園の大きさ

③遊具などの施設

④公園内の安全性

⑤清掃や樹木の管理

⑥緑や芝生などの多さ

⑦利用上の規則

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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③公園に関する問題点・不満（※３つまでの複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「トイレなどの施設が古い・汚い」（46.5％）や、「利用したい施設がない」
（22.2％）といった公園施設に関する回答が多くあります。次いで「緑や木陰
が少ない」（17.8％）、「雑草や落葉などの管理が不十分」（17.8％）など、暑熱
対策や管理に対する回答が多くなっています。 

 
 
④今後、蒲郡市に必要と思う公園（※３つまでの複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様なニーズが見られる中で、「ジョギングや散歩を楽しむことができる公園」
（37.9％）や「何気なく立ち寄ることができる身近な公園」（30.3％）といった
日常利用や、「災害時の避難場所となる安全性の高い公園」（34.1％）といった
防災機能への回答が多くなっています。 

 
  

46.5%

22.2%

17.8%

17.8%

15.1%

13.7%

9.9%

9.6%

6.8%

2.8%

17.0%

10.2%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

トイレなどの施設が古い・汚い

利用したい施設がない

緑や木陰が少ない

雑草や落葉などの管理が不十分

安全面や防犯面での不安

公園が近くにない

広場が狭い

犬等の糞尿があり汚れている

ゴミが捨てられていて汚い

公園利用の規則が厳しい

特にない

その他

無回答

37.9%

34.1%

30.3%

30.0%

23.9%

19.7%

17.4%

13.9%

13.3%

13.0%

3.4%

1.3%

5.0%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ジョギングや散歩を楽しむことができる公園

災害時の避難場所となる安全性の高い公園

何気なく立ち寄ることができる身近な公園

カフェ等飲食施設でくつろげる公園

自然が豊かで、自然観察・鑑賞のできる公園

自由に遊べる大きな広場がある公園

スポーツのための運動施設がある公園

水（噴水など）とふれあう空間がある公園

花壇や庭園のある公園

市外からも人が訪れるような名所となる公園

市の歴史や文化を伝える施設のある公園

公園は必要ない

その他

無回答
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⑤蒲郡市は緑が豊かなまちと思うか 
 
 
 
 
 

「そう思う」（57.4％）が、「そう思わない」（20.9％）を大きく上回っていま
す。 

 
「緑が豊かなまちと思う」主な理由としては、「山を眺めたり、山で遊んだり、

山の緑を身近に感じているから」（53.0％）、「山林や農地の緑に囲まれているか
ら」（39.7％）が多く、山の緑に関する回答が多くなっています。 
一方、「緑が豊かなまちと思わない」主な理由としては、「山には緑が多いが、

市街地には緑が少ないから」（43.9％）が最も多く、次いで「大きな公園が少な
いから」（31.1％）、「身近に公園がないから」（18.2％）と続き、市街地内の緑
や公園が少ないという回答が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

43.9%

31.1%

18.2%

15.5%

15.5%

12.2%

7.4%

2.0%

8.1%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

山には緑が多いが、市街地

には緑が少ないから

大きな公園が少ないから

身近に公園がないから

水とふれあうことのできる

空間が少ないから

公共施設に緑が少ないから

道路に街路樹がない、

または少ないから

山林や農地が開発で

減っているから

個人住宅の庭の緑が少ない、

ブロック塀等で外から見えないから

その他

無回答

53.0%

39.7%

25.9%

21.9%

11.1%

9.1%

6.4%

2.7%

0.5%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

山を眺めたり、山で遊んだり、

山の緑を身近に感じているから

山林や農地の緑に

囲まれているから

緑に囲まれた神社や

お寺が多いから

身近に公園があるから

道路に街路樹が植えてあるから

緑と水にふれあうことの

できる空間があるから

公共施設の敷地に緑が

植えられているから

個人住宅の庭の緑が豊かだから

その他

無回答

57.4% 20.9% 21.2% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

「緑が豊かなまちと思う」主な理由 「緑が豊かなまちと思わない」主な理由 
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⑥緑を残すため、緑を増やすために必要な取組み（※３つまでの複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「公園の整備」（49.5％）が最も多く、次いで「公共施設敷地の積極的な緑化」

（40.3％）、「道路への街路樹の植栽、植樹帯の設置」（27.6％）となり、施設整
備への取組が求められています。 

 
 
⑦緑を残したり、増やしたりする活動への関心 

 
 
 
 
 
 
 

「関心がある」（16.3％）、「やや関心がある」（33.4％）を合わせると約半数
の 49.7％となり、緑に関する活動に関心がある割合が高くなっています。一方、
「あまり関心がない」（12.9％）、「関心がない」（5.0％）を合わせた関心がない
回答者の割合は 20％未満となっています。 
前回調査との比較では、「関心がある」「やや関心がある」の合計が、前回は

59.6％であったのに対し、今回は49.7％と、10ポイントほど減少しています。
また、「関心がない」「あまり関心がない」の合計が前回は 10.1％であったのに
対し、今回は 17.9％に増加しています。 

 
 
  

49.5%

40.3%

27.6%

16.5%

16.5%

11.0%

8.2%

7.5%

6.5%

5.7%

4.8%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

公園の整備

公共施設敷地の積極的な緑化

道路への街路樹の植栽、植樹帯の設置

緑化ボランティアの育成

山林や樹林の所有者に対する支援

環境学習の推進

民有地の緑化に対する助成

個人住宅の緑化を進めるための苗木等の配布

園芸教室、ガーデニング教室などの開催

緑化活動の原資とする「緑の基金」の創設

その他

無回答

16.3%

15.5%

33.4%

44.1%

32.0%

25.6%

12.9%

6.7%

5.0%

3.4%

0.6%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

H22

関心がある やや関心がある どちらとも

いえない

あまり

関心がない

関心がない 無回答
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⑧緑を残したり、増やしたりする活動への参加意向 
 
 
 
 
 
 
 

「参加したい」（4.7％）、「できれば参加したい」（28.1％）を合わせると
30％あまりで、緑の活動への関心に比べ、参加意向は低くなっています。また、
「あまり参加したくない」（27.3％）、「参加したくない」（15.3％）を合わせる
と 40％以上となり、参加に対して否定的な回答が多くなっています。 
前回調査との比較では、「参加したい」「できれば参加したい」の合計が、前

回は 48.9％であったのに対し、今回は 32.8％と、約 16 ポイント減少していま
す。 

 
 
⑨市内で好きな緑（※３つまでの複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「中央公園などの大きな公園」（45.5％）が最も多く、次いで「神社やお寺の
境内林」（37.1％）、「街路樹」（26.2％）が多くなっています。また、「家の近く
の小さな公園」（23.5％）、「自宅や近所の家の庭」（22.6％）といった身近な緑
についての回答も比較的多くなっています。 

 
 

4.7%

6.1%

28.1%

42.8%

27.3%

16.2%

15.3%

7.1%

24.2%

23.2%

0.4%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

H22

参加したい できれば

参加したい

あまり参加

したくない

参加したくない わからない 無回答

45.5%

37.1%

26.2%

23.5%

22.6%

13.6%

13.3%

4.5%

2.3%

1.8%

10.0%

5.7%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

中央公園などの大きな公園

神社やお寺の境内林

街路樹

家の近くの小さな公園

自宅や近所の家の庭

学校・公共施設の植栽地

市街地のまわりに広がる農地

店舗の店先の植栽

市街地の中に点在する農地

工場の敷地の植栽

特にない

その他

無回答
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１ 現況の緑の分析・評価 

都市において緑地が果たしている機能は、「環境保全」、「レクリエーション」、「防
災」、「景観形成」の４つに大別されます。そこで、これら４つの機能別に、下表に
示す視点に基づいて現況緑地を評価します。さらに、「緑の管理、市民参加」の視点
を加え、本市の緑に関する特徴を整理します。 
 
緑地の機能 対象とする緑 評価の視点 

環境保全 

都市の骨格となる緑地および身
近に存在する小規模な緑とオー
プンスペース 
 
野生生物の生息地あるいはヒー
トアイランド現象などの環境負
荷を軽減する緑地 

①都市の骨格を形成する緑 
②自然環境に恵まれた緑 
③農林業地を形成する緑 
④快適な生活環境を支援する緑 
⑤都市環境を維持・改善する緑 
⑥歴史的風土を継承する緑 
⑦多様な生物が生息する緑 

レクリエ 
ーション 

日常や週末のレクリエーション
活動に利用される緑地 
 
ウェルビーイング（※）を高める
緑地 

①幸福を実感できる緑 
②自然とのふれあいの場となる緑 
③広域的なレクリエーションの場となる緑 
④身近なレクリエーションの場となる緑 
⑤ネットワークを形成する緑 

防  災 

災害の防止に役立つ緑地 
 
災害時における避難路、避難場
所となる緑地 
 
都市公害の緩和に対処し得る緑
地 

①自然災害の軽減に寄与する緑 
②市街地内の火災被害の軽減に寄与する緑 
③避難路、避難場所として機能する緑 

景観形成 

郷土景観を構成する緑地 
 
市街地内のランドマーク、シン
ボルとなるような緑地 

①郷土の景観を形成する緑 
②地区の景観を支える緑 
③眺望点となる緑 
④ランドマークとなる緑 
⑤都市景観の向上に寄与する緑 

参照：「緑の基本計画ハンドブック 令和３年改訂版」（日本公園緑地協会） 

 
 
 
 
 
 

※ウェルビーイング：「第３章 緑の分析・評価と課題の整理」の 40ページを参照 

第
３
章

緑
の
分
析
・
評
価
と
課
題
の
整
理

第
３
章

緑
の
分
析
・
評
価
と
課
題
の
整
理



第
３
章

緑
の
分
析
・
評
価
と
課
題
の
整
理

第
３
章

緑
の
分
析
・
評
価
と
課
題
の
整
理

 

26 

（１）環境保全の視点による分析・評価 
 
①都市の骨格を形成する緑 
本市は、東西および北側を御堂山から五井山、遠望峰山、三ヶ根山に至る山地

に囲まれ、南側は三河湾に面しています。また、西田川、落合川、拾石川などの
河川は、山地や丘陵地の緑地と海岸部の緑地を結ぶ緑の軸を形成しています。 

 
②自然環境に恵まれた緑 
三河大島や竹島などの島しょの樹林、文化財・天然記念物や社寺境内地の緑、

松島遊歩道・橋田鼻遊歩道一帯の自然海岸は、本市の価値を高める魅力的な自然
を形成しています。 

 
③農林業地を形成する緑 
丘陵地に広がる果樹園は、緑豊かな環境の維持に寄与しています。近年、宅地

化の進展や担い手の減少により果樹園を主に農地面積が減少しています。 
 
④快適な生活環境を支援する緑 
市街地に整備された都市公園、公共施設緑地、社寺境内地は、市民に身近な緑

を提供し、快適な生活環境の形成に寄与しています。 
 
⑤都市環境を維持・改善する緑 
市街地および市街地周辺に島状に分布する里山林、農地や三河湾に面した海岸

一帯からの冷涼な大気は、河川や幹線道路を通って市街地内をめぐり、ヒートア
イランド現象の緩和など都市環境の改善に寄与しています。 

 
⑥歴史的風土を継承する緑 
上ノ郷城跡、竹ノ谷城跡、蒲形陣屋跡などの史跡や文化財と一体となった樹林

地や社寺境内地の緑は、地域の歴史・文化を継承し、本市の歴史的風土を今に伝
えます。 

 
⑦多様な生物が生息する緑 
山地や市街地および市街地周辺の里山林、社寺境内地の緑地、河川、海岸の水

辺は、多様な動植物の生息・生育、移動のための貴重な緑です。 
 

 
対象となる緑地 

 
 
評価の視点 

山
地
の
樹
林 

島
し
ょ
の
樹
林 

丘
陵
地
の
果
樹
園 

市
街
地
の 

里
山
林
・
農
地 

海
岸
の
水
辺 

河
川 

都
市
公
園 

公
共
施
設
緑
地 

社
寺
境
内
地 

文
化
財 

・
天
然
記
念
物 

街
路
樹 

①都市の骨格を形成する緑 ⚫  ⚫  ⚫ ⚫      
②自然環境に恵まれた緑 ⚫ ⚫   ⚫    ⚫ ⚫  

③農林業地を形成する緑   ⚫         
④快適な生活環境を支援する緑       ⚫ ⚫ ⚫   
⑤都市環境を維持・改善する緑    ⚫ ⚫ ⚫     ⚫ 
⑥歴史的風土を継承する緑         ⚫ ⚫  
⑦多様な生物が生息する緑 ⚫   ⚫ ⚫ ⚫   ⚫   
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図 環境保全の視点による分析・評価の概要  
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（２）レクリエーションの視点による分析・評価 
 
①幸福を実感できる緑 
本市は、幸福や健康を高めるための要素（イネーブリングファクター）を明ら

かにする実証研究としてイネーブリングシティWALKを実施しています。WEBア
プリを使用して幸福（Happy）や健康（Healthy）を感じる場所を記録します。研
究から得られた知見を参考にしつつウェルビーイングを実感できるまちづくりに
取り組みます。  
②自然とのふれあいの場となる緑 
景勝地竹島をはじめとする国定公園、中央公園や三河湾沿岸の水辺は、自然体

験活動、自然とのふれあいの場として活用されています。耕作放棄地は、市民農
園として活用が望まれます。  
③広域的なレクリエーションの場となる緑 
中央公園、蒲郡緑地、公園グラウンド、とよおか湖公園、さがらの森、竹島園

地、西浦園地、あじさいの里、三河湾沿岸の水辺は、レジャーやレクリエーショ
ンの場として、市内外から多くの人が訪れています。近年一部の施設では、魅力
が低下しているため改善の必要があります。  
④身近なレクリエーションの場となる緑 
街区・近隣公園は、平成21（2009）年以降に土地区画整理事業地区内に７公園

が整備されました。その一方で都市公園の整備が進展しない地域が存在し、配置
に偏りが見られます。公共の福祉の増進や生活環境の向上のため、身近な公園の
整備を進める必要があります。また、老朽化の進んだ都市公園では、施設更新を
計画的に行っていく必要があります。  
⑤ネットワークを形成する緑 
広幅員の歩道で公園緑地を結ぶことによって、公園緑地の利便性が高まります。

また、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」、「ウォーカブルなまちづくり」を進
めていくために緑化された幹線道路や海岸・河川の水辺の歩行空間の整備が必要
となっています。  

 
対象となる緑地 

 
 
 
 
 
評価の視点 

規模の大きな公園緑地等 街
区
公
園
・
近
隣
公
園 

児
童
遊
園
地
等 

国
定
公
園
園
地 

市
民
農
園 

海
岸･

河
川
の
緑
地･

水
辺 

街
路
樹
の
あ
る
幹
線
道
路 

中
央
公
園 

大
塚
海
浜
緑
地 

蒲
郡
緑
地 

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

と
よ
お
か
湖
公
園 

さ
が
ら
の
森 

① 幸福を実感できる緑 ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ 
②自然とのふれあいの場となる緑 ⚫ ⚫   ⚫ ⚫   ⚫ ⚫ ⚫  
③広域的なレクリエーションの場となる緑 ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫ ⚫   ⚫    
④身近なレクリエーションの場となる緑       ⚫ ⚫     
⑤ネットワークを形成する緑           ⚫ ⚫ 
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図 レクリエーションの視点による分析・評価の概要  
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（３）防災の視点による分析・評価 
 
①自然災害の軽減に寄与する緑 
河川改修の防災対策を進め、台風や集中豪雨による水害被害の軽減を図ります。

また、山地の樹林や丘陵地の果樹園、市街地内の農地は、保水機能を有しており、
水害の軽減に寄与しています。都市間を結ぶ国道 23 号蒲郡バイパスの全線開通に
より、インターチェンジ周辺の土地では、農地以外の用途への転換が進むことが
想定されます。 

 
②市街地内の火災被害の軽減に寄与する緑 
公園や幹線道路、河川などのオープンスペースは、火災被害を軽減する役割を

有しています。古くからの街並みが残る地域では、これらのオープンスペースの
確保が進まず、火災時に被害が拡大する恐れがあります。 

 
③避難路、避難場所として機能する緑 
小・中学校のグラウンドや都市公園は、緊急時の避難場所として、安全を確保

するための重要なオープンスペースとなります。一方で樹木の大木化、老朽化が
進みつつあり適切な更新が必要です。 

 
 

 
対象となる緑地 

 
 
 
 
 
 
評価の視点 

山
地
の
樹
林 

丘
陵
地
の
果
樹
園 

市
街
地
の
都
市
公
園 

市
街
地
の
農
地 

小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

河
川 

緑
化
さ
れ
た
幹
線
道
路
等 

①自然災害の軽減に寄与する緑 ⚫ ⚫  ⚫  ⚫  

②市街地内の火災被害の軽減に寄与する緑   ⚫   ⚫ ⚫ 

③避難路、避難場所として機能する緑   ⚫  ⚫   
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図 防災の視点による分析・評価の概要

蒲郡西 IC周辺

市役所通りのイチョウ
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（４）景観形成の視点による分析・評価 
 
①郷土の景観を形成する緑 
御堂山から三ヶ根山の山並みや丘陵地に広がる果樹園、竹島・三河大島などの

島しょ、三河湾に面した海岸線は、本市特有の遠景を構成し、本市を代表する景
観を形成しています。４つの温泉郷やラグーナ蒲郡地区は、周辺の緑地を含め観
光のまちとして魅力ある景観を形成しています。 

 
②地区の景観を支える緑 
清田の大クス・無量寺の大クスなどの指定文化財と一体となった緑地や社寺境

内地は、地域の生活や文化に根ざした景観を構成する緑地として親しまれていま
す。双太山公園・水竹公園などの都市公園、街路樹で緑化されたオレンジロード
やマリンロードなどの幹線道路、親水空間を備えた西田川や拾石川の水辺は、各
地区の緑の拠点を構成する緑地として、その地区ならではの景観を形成していま
す。 

 
③眺望点となる緑 
地形が多層的に変化する本市には、市街地や三河湾を一望できる眺望点が多く

存在します。遠望峰山や三ヶ根山、竹島からは、海や山並みを背景とした市街地
を眺望することができます。 

 
④ランドマークとなる緑 
竹島、三河大島などの島しょは、本市の景観のランドマークとなる緑地であり、

市民や観光客に親しまれています。 
 
⑤都市景観の向上に寄与する緑 
市街地内の都市公園、緑化された幹線道路は、まちなかに潤いを与え、都市景

観の向上に寄与しています。 
 

 
 

対象となる緑地 
 
 
 
 
 
評価の視点 

山
地 

島
し
ょ(

竹
島
︑
三
河
大
島
等) 

丘
陵
地
の
果
樹
園 

海
岸
線 

河
川 

都
市
公
園
・
緑
地 

温
泉
郷
と
一
体
の
緑
地 

社
寺
境
内
地 

指
定
文
化
財
と
一
体
の
緑
地 

緑
化
さ
れ
た
幹
線
道
路 

①郷土の景観を形成する緑 ⚫ ⚫ ⚫ ⚫   ⚫    

②地区の景観を支える緑     ⚫ ⚫  ⚫ ⚫ ⚫ 

③眺望点となる緑 ⚫ ⚫         

④ランドマークとなる緑  ⚫         

⑤都市景観の向上に寄与する緑      ⚫    ⚫ 
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図 景観形成の視点による分析・評価の概要
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（５）緑の管理、市民参加の視点による分析・評価

①道路、公園の美化活動への市民参加
街路樹や街区公園の維持管理は、行政の対応だけでは困難な状況にあります。

本市では、蒲郡市公共施設里親制度（アダプトプログラム）を活用し、地域住民
との協働による美化活動や植栽の管理を進めています。制度の周知や、市民団体
や民間事業者が参加できる仕組みを作る必要があります。

②緑に関する活動への市民意識
市民アンケートでは、前回調査時より減少したものの、依然半数以上が緑の保

全活動に関心ありと回答しています。その反面、参加意向については「参加した
い」、「できれば参加したい」を合わせても 30％あまりで、関心の高さに比べて低
い割合となっています。緑に関する活動についての情報発信や、市民が参加しや
すい環境づくりが、参加意向の向上につながると考えられます。

③公園施設や街路樹の管理
供用開始から 40 年以上を経過した都市公園が多く存在し、施設や遊具の老朽化

が進みつつあります。本市では、「蒲郡市公園施設長寿命化計画」（令和３（2021）
年２月）を策定し、計画的な維持修繕・更新を進めています。
街路樹に関しては、歩道幅の減少や落葉によって排水口が塞がれるなど、歩行

者や沿道住民の障害となる事例が発生しています。また、管理面において、剪定
の時期や頻度が課題となっております。

40年以上

19ヶ所

52.8%

30～39年

6ヶ所

16.7%

20～29年

4ヶ所

11.1%

10～19年

1ヶ所

2.8% 9年以下

6ヶ所

16.7%

図 都市公園の供用年数別箇所数
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２ 前計画の進捗 

（１）緑のまちづくりの目標 
前計画の進捗状況を整理します。 

 
目標１：市街地の緑づくりを進め、まちなかの緑を豊かにします。 
指標１：市街地の緑被面積 
 
■ 市街化区域および市街地中心部の緑被面積は、増加目標を設定しておりました
が、宅地化の進展に伴い減少しています。 

■ 市街化区域の緑被面積は約 70ha が減少しておりますが、減少を防ぐための根
本的な対策は困難と考えられるため、今後は都市公園の整備や住宅地の緑化を
進め、良好な住環境の維持を図る必要があります。 

 
 平成 22年 目標（令和 6年） 現況（令和 5年） 

市街化区域 
区域面積 2,051ha 2,069ha 2,058ha 

緑被面積 463.26ha 482ha 391.45ha 

市街地中心部 
区域面積 280ha 280ha 280ha 

緑被面積 36.35ha 45ha 31.33ha 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 市街化区域内の農地の滅失状況（平成 22年－令和 5年）  
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目標２：市民に親しまれる公園をつくります。 
指標２：月１回以上利用している人の割合（公園の利用頻度） 
 
■ 月１回以上公園を利用している人の割合は、令和 5（2023）年のアンケート調
査では 31％となり、平成 22（2010）年に比べ約 10 ポイント減少しており、
目標に対しても約 20ポイント下回っています。 

■ 都市公園の新規設計時にはワークショップやアンケート調査を実施し、公園に
対しての要望を聞取り、公園整備を進めてきた結果、新設公園の利用者は多い
ものの、既設公園の利用者は低調となっています。今後、遊具やトイレなど施
設の老朽化対策や雑草対策の実施、樹木を良好な状態に保つことで改善が図れ
るものと考えています。 

 
 平成 22年 目標（令和 6年） 現況（令和 5年） 

一般 41.7％ 
50％以上 

31.2％ 

中学生※ 35.7％  

※中学生向けのアンケート調査は、令和 5年では実施していない。 
 
 
 
目標３：市民・事業者・行政が協働で緑のまちづくりに取り組みます。 
指標３：蒲郡市公共施設里親制度（アダプトプログラム）の団体数・会員数 
 
■ 蒲郡市公共施設里親制度（アダプトプログラム）の登録数は、平成 22（2010）
年に比べ団体数は 2 倍に、会員数は約 2.3 倍に増加し、令和５（2023）年の
団体数が目標値を下回ったものの、会員数は目標値を大きく超えています。一
方で、活動実績が乏しい団体も見られるため、より参加しやすい活動の場の形
成や活動の活性化が必要になります。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 平成 22年 目標（令和 6年） 現況（令和 5年） 

団体数 16団体 40団体 32団体 

会員数 363人 600人以上 819人 
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（２）基本施策の推進状況 
 
①「緑をいかす」ための施策 
「緑をいかす」ための施策は、おおむね実施中であり、今後も継続した取組が

見込まれています。 
海辺や河川の保全については、砂浜の再生や、河川改修の際に川底へ石や砂利

を布設する取組が進められ、農地や樹林については、保全活動に対する補助事業
が実施されています。 

 
②「緑をつくる」ための施策 
「緑をつくる」ための施策は、区画整理地域内で計画的に公園整備が進められ

るなど、おおむね実施中であり、今後も継続した取組が見込まれています。 
安全で安心できる公園づくりとして、令和 2（2020）年度に公園施設長寿命化

計画を策定し、施設の更新が計画的に実施されています。 
 
③「緑をつなぐ」ための施策 
「緑をつなぐ」ための施策は、おおむね実施中ですが、国道 247 号など幹線道

路の緑化に関しての計画が見直され、ネットワークの形成に課題を残しています。
また、河川沿いでのネットワークづくりについては、限定的なものにとどまって
います。 
海辺のネットワーク形成に関しては、海陽町など一部の区域で遊歩道の整備が

行われており、東港まちづくりにおいて検討を進めています。 
 
④「緑をはぐくむ」ための施策 
「緑をはぐくむ」ための施策は、継続的な取組が進められていますが、今後の

事業継続に課題のある施策もあります。 
出前講座など啓発活動や緑に関する各種イベントは継続的に実施されています

が、アダプトプログラムについては、会員の高齢化などにより活動機会が減少し
ています。 
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３ 緑をめぐる社会動向 

（１）グリーンインフラの普及・拡大に向けた対応 
 

グリーンインフラは、自然を社会資本整備やまちづくりなどに取り入れ、課題
解決の基盤として自然が有する多様な機能を持続的に活用しようとするものです。
国土交通省は「グリーンインフラ実践ガイド」（令和 5（2023）年）を作成し、グ
リーンインフラの基本的な考え方や事業を進める上でのポイントなどを示してい
ます。その中で示された取組や手法を活用し、自然豊かな環境で健康に暮らすこ
とができるウェルビーイングを実感できる社会の実現に向け、グリーンインフラ
の普及・拡大が求められています。 

《グリーンインフラの取組が解決に貢献する社会課題と取組例》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「グリーンインフラ実践ガイド」（国土交通省） 
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（２） 都市緑地法等の法改正への対応

様々な役割を担っている都市の緑空間を、民間の知恵や活力をできる限り活か
しながら保全・活用していくため、都市緑地法、都市公園法、生産緑地法、都市
計画法等が平成 29（2017）年に改正されています。
令和 6（2024）年の都市緑地法等の改正では、国による都市における緑地の保

全等に関する基本方針の策定を義務づけたほか、民間事業者による緑地確保の取
組に係る認定制度を創設するなど、民有地での緑地創出への支援を強化していま
す。

《都市緑地法等の一部を改正する法律（平成 29年法律第 26号）の概要》

出典：国土交通省
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（３）ウェルビーイングを実感できるまちづくりへの対応

人々の生活において、物質的な豊かさから心の豊かさや幸福を重視する意識が
高まり、全ての人が身体の健康だけでなく、精神的、社会的にも満たされた“ウェ
ルビーイング”を実感できる社会の実現が求められています。本市においては、専
門部署を設置し、市民の健康増進を図るために「健康」を軸としたこれまでの健
康施策の取組の充実に加え、「幸福」を軸として健康を高め、蒲郡に関わるすべて
の人々がウェルビーイングを実感できるまちづくりを推進します。さらには、市
の計画や施策に、「健康」、「幸福」の視点を盛り込み、市民が幸福感を感じながら
健康で住み続けられるまち「イネーブリングシティ」の形成を目指します。

（４） 地域活性化に向けた対応

人口減少や少子高齢化が進む中で、地域活性化の方策
の一つとして関係人口の創出・拡大があげられます。こ
の関係人口と呼ばれる地域外の人材は、地域づくりの担
い手となる可能性を持ち、関係人口を増やすため地域の
魅力発信や地域と触れ合う取組が行われています。
観光のまちである本市は、広域的な集客性を持つ海洋

性レジャー・レクリエーション施設などが多数存在し、
これらの施設は関係人口および交流人口の創出・拡大につながる重要な資源とな
っています。

【ウェルビーイング（well-being）とイネーブリングシティ】

ウェルビーイング（well-being）とは、「肉体的にも、精神的にも、そして社
会的にも、すべてが満たされた状態」を表す概念です。
市民が幸福を感じながら健康で住み続けるまち「イネーブリングシティ」の

形成を目指した都市緑化や都市公園の整備が求められます。

肉体的健康の向上
公園や緑地は、日常的な散歩や運動の場となり、肉体的健康の向上
に寄与しています。

精神的健康の向上
公園や緑地にある自然環境は、ストレス軽減やリラックス効果な
ど、精神的健康に寄与しています。

社会的つながりを強化
公園や緑地は、人々の交流の場となり、社会的なつながりの強化に
寄与しています。

※イネーブリングシティとは、市内にある様々な幸福や健康を高めるための要素（イネーブリ
ングファクター）を具現化・実装したまちのことで、暮らすだけで自ずとウェルビーイング
を実感することができます。

竹島水族館



 

41 

（５）生物多様性の保全に向けた対応 
 

生物多様性基本法（平成20（2008）年施行）に基づく生物多様性国家戦略を策
定し、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する取組が行われてきました。令
和5（2023）年には、第6次にあたる「生物多様性国家戦略2023-2030」を策定
し、2030 年のネイチャーポジティブ（自然再興）の実現に向けた取組が進められ
ています。 

《生物多様性国家戦略 2023-2030の概要》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：環境省 
 
 
（６）脱炭素社会の実現に向けた対応 
 

大規模な自然災害の増加、気候変動問題への対応が喫緊の課題となる中で、温
室効果ガスの削減やカーボンニュートラルに関する取組が全国で進められていま
す。 

脱炭素社会の実現に向けては、化石エネルギー中心の産業構造・社会構造をク
リーンエネルギー中心とするものへ転換するグリーントランスフォーメーション
（ＧＸ）の取組を進めるため、国では「ＧＸ実現に向けた基本方針」をとりまと
め、脱炭素、エネルギー安定供給、経済成長を同時に実現するための方向性を示
しています。 

本市では、令和 3（2021）年 3 月の市議会において、令和 32（2050）年まで
に温室効果ガス排出量を実質ゼロにするまち「ゼロカーボンシティ」を宣言し、
その実現に向けた取組を進めています。 
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（７）持続可能な社会の実現に向けた対応

平成 27（2015）年の国連サミットで「持続可能な開発のための 2030アジェン
ダ」が採択され、SDGs（持続可能な開発目標）が掲げられました。SDGs では、
持続可能な世界を実現するための 17 のゴール（意欲目標）と 169 のターゲット
（行動目標）が掲げられており、緑の都市づくりの分野においても、その実現に
向けて積極的に取り組んでいくことが期待されています。

出典：国際連合広報センター

市制７０周年記念事業
がまごおり景観作品コンテスト

市長賞 受賞作品

「おせわになったすべりだい」

塩津小学校１年
山本 実季 さん

SDGｓの 17のゴール（意欲目標）
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４ 緑に関する課題の整理 

（１）課題抽出の視点 
近年市街地開発により樹林地や農地の緑は減少を続けるとともに、担い手不足

により管理が行き届かない山林や遊休農地は増加傾向にあります。一方、土地区
画整理事業が施行された市街地では公園整備が計画的に進められ、良好な住環境
が整備されていますが、住宅が密集する既存市街地では一団のオープンスペース
が少なく、公園の整備が困難な状況にあります。 
公園や街路樹の管理に関しては、アダプトプログラムにより地域住民の協力を

得ながら適切な維持管理に努めていますが、アダプトプログラム登録者の高齢化
や維持管理に多額な経費を必要とするため、十分に行き届いているとは言い難い
状況です。 
本計画の改訂にあたり、前計画の基本理念である「緑をいかす」を「緑をまも

る」に変更し、「緑をつくる」、「緑をつなぐ」、「緑をはぐくむ」の４つの視点を設
定しました。 
下記のフローチャートに従って、「緑の分析・評価」、「前計画の進捗」、「緑をめ

ぐる社会動向」から 4つの視点別に緑に関する課題を整理します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

緑の分析・評価 

緑に関する課題 

「緑をまもる」視点 「緑をつくる」視点 「緑をつなぐ」視点 「緑をはぐくむ」視点 

緑地の現況 緑被の現況 

緑化の状況 歴史・文化に
関連する緑 

市民と緑の関わり 

市民意向 
（アンケート） 

市民参加への 
取り組み 

環境保全 レクリエーション 

防災 景観形成 

緑の管理、 
市民参加 

前計画の進捗 
・緑のまちづくりの目標 
・基本施策の推進状況 

緑をめぐる社会動向 
・グリーンインフラの普及・拡大 
・都市緑地法等の法改正 
・ウェルビーイングの実現 
・関係人口の創出・拡大 
・生物多様性の保全 
・脱炭素社会の実現 
・持続可能な社会の実現 

図 課題抽出の視点 

緑の現状 
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（２）緑に関する課題 
『緑をまもる』視点からの課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

課 題 
 
 
 
 
 
●遠望峰山をはじめ本市の山地や、三
河湾に面した海岸の緑は本市の骨格
であり、自然環境を維持するための
重要な緑として保全を図る必要があ
ります。 

 
●本市の山地では、森林の持つ多面的
機能発揮のため、適切な森林整備が
必要です。 

 
●丘陵地の果樹園などの農地は、地域
の景観を特徴づけるとともに、多様
な生物が生息・生育し、人と自然と
の共生の視点においても保全が必要
です。 

 
●西田川、落合川、拾石川などの河川
は、多様な生物の生息・生育地であ
り、身近に自然とふれあえる貴重な
地域資源として、保全する必要があ
ります。 

 
 

緑の分析・評価 
・山地、丘陵地の樹林、果樹園などの農
地は、本市の緑の骨格を形成し、生物
多様性の確保や水源涵養などの機能も
有し、緑豊かな環境の維持に寄与して
います。 

・市域の山林の面積は、平成 21(2009)
年の約 1,942ha から令和５(2023)年
には約 1,930haとほぼ変化なく、面積
的には保全されています。しかし、多
くの森林は手入れがされておらず、そ
の面積は増大しつつあります。 

・市街地を流れる河川は、山地と沿岸部
を結び、市街地へ冷涼な大気を供給す
る機能を有しています。 

・市域の農地(果樹園、田、畑)の面積
は、平成 21(2009)年の約 1,015ha か
ら令和５(2023)年には約 918ha に減
少しています。 

・農業従事者の高齢化、後継者不足によ
り遊休農地の増加が想定されていま
す。 

・国定公園に指定される御堂山から三ヶ
根山の山並みや竹島、三河大島などの
島しょは、本市を代表する遠望景観を
形成する重要な要素となっています。 

前計画の進捗 
・砂浜の再生や、河川改修の際に川底を
石や砂利を布設する取組など、海辺や
河川の保全が部分的に進められていま
す。 

・農地や樹林の保全に係る活動に対して
補助事業が実施されています。 

緑に関係する社会動向・市民ニーズ 
・環境変化に対する市民の意識が高まる
中で、脱炭素や生物多様性に関する取
組が進められています。 

・アンケート調査では、緑豊かなまちと
思うという回答の主要因として、山地
や農地が多く上げられています。 
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『緑をつくる』視点からの課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

緑の分析・評価 
・市街地内の都市公園、公共施設緑地、
社寺境内地は、市民に身近な緑を提供
し、快適な生活環境の維持・向上に寄
与するほか、徒歩圏内のレクリエーシ
ョンの場となっています。 

・中央公園、大塚海浜緑地、蒲郡緑地、
公園グラウンド、とよおか湖公園、さ
がらの森は、広域的なレクリエーショ
ンの場となっています。 

・森林や水辺と一体となった公園緑地は
自然とふれあう場となっています。 

・大塚、西浦中学校区では身近に都市公
園の存在しない地域が広範囲に及んで
います。 

・景勝地や温泉郷と一体となった国定公
園園地は、自然とのふれあいの場や広
域的なレクリエーションの場となって
います。 

・４つの温泉郷やラグーナ蒲郡は、観光
のまちとしての代表的な景観要素であ
り、周辺の緑地を含めて魅力ある景観
を形成しています。 

前計画の進捗 
・月１回以上公園を利用している人の割
合は、令和５（2023）年のアンケート
調査で 30％余りであり、目標に対して
約 20％下回っています。 

・区画整理地域内では計画的に公園整備
が進められています。令和 2（2020）
年度に公園施設長寿命化計画を策定
し、公園施設の更新を進めています。 

課 題 
 
 
 
 
●市民が日常的に利用する公園緑地の
整備と適切な施設更新を進め、利便
性および魅力の向上を図る必要があ
ります。 

 
●身近な公園緑地は、こどもの遊び場
の確保や子育て世代の交流など、良
好な生活環境に欠かせない必要な施
設であるため、都市公園の不足する
地域では対策を講じる必要がありま
す。 

 
●市街地内の緑は、都市環境の改善や
災害時の被害拡大防止など多様な役
割を果たしており、公共空間や民有
地において引き続き緑化を進める必
要があります。 

 
●自然環境や景観への影響に配慮した
まちづくりを行い、自然と調和した
都市となるよう検討が必要です。 

 
●竹島から蒲郡駅にかけての一帯で
は、本市の観光交流の拠点として、
さらなる魅力の向上が必要です。 

 
緑に関係する社会動向・市民ニーズ 
・市民が公園に求める機能も多様化し、
住民ニーズに応えた公園の整備や、身
近な緑の保全・活用の取組が求められ
ています。 
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『緑をつなぐ』視点からの課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

課 題 
 
 
 
 
 
 
 
●市外から本市への主要なアクセス道
路では、緑化推進により、歩行の快
適性の確保と魅力ある景観整備が必
要です。 

 
●竹島周辺などの海辺では、観光・レ
クリエーションの場として、より魅
力を高めていくため、緑を結ぶネッ
トワークの充実が必要です。 

 

緑の分析・評価 
・河川の水辺や緑化された幹線道路は、
農地や海岸一帯からの冷涼な大気を運
び、ヒートアイランド現象を緩和する
機能を有しています。 

・良好な歩行空間を整備し、歩きたくな
るまちなかの形成が求められていま
す。 

・竹島周辺など海岸の緑地・水辺は、自
然とのふれあいの場を提供するととも
に、市民や観光客に親しまれ、緑のネ
ットワークにも寄与しています。 

・幹線道路の街路樹は、避難地まで安全
に移動できる経路としての機能を有し
ています。 

前計画の進捗 
・幹線道路については順調に整備が進み
つつあるが、緑化に関して計画が見直
されています。 

・サイクリングロードの整備などによる
海辺のネットワーク形成については未
検討となっています。 

緑に関係する社会動向・市民ニーズ 
・地域活性化に向けて関係人口および交
流人口の創出・拡大が求められてお
り、広域的な集客性を持つ海洋性レジ
ャー・レクリエーション施設などを活
用した対応が必要です。 
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『緑をはぐくむ』視点からの課題  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課 題 
 
 
 
 
 
 
 
●緑豊かなまちづくりを推進するため
には、市民・事業者・行政で役割分
担し、緑に関する情報提供や情報の
共有を行い、協働・連携していく必
要があります。 

 
●市民の緑への関心を高めるため、環
境学習や自然体験活動などのイベン
トを継続・充実させることが必要で
す。 

 
●地域の緑づくりなどの担い手となり
得る人材の確保に向けて、市内外の
人への情報発信や交流に関する取組
が必要です。 

 
●良好な都市景観を確保するため公園
や街路樹を状況に合わせて計画的に
管理する仕組みづくりが必要です。 

 

緑の分析・評価 
・森林や水辺と一体となった公園緑地、
三河湾沿岸の水辺は自然体験活動や自
然観察会、自然とのふれあいの場とし
て活用されています。 

・緑に関する活動について、情報の発信
や参加しやすい環境づくりが十分であ
りません。 

・街路樹や街区公園は、維持管理に関す
る経費や人員の不足により行政のみで
は十分な対応が困難な状況になりつつ
あります。 

・都市公園では安全性や快適性の確保を
行うため、公園施設長寿命化事業を進
めています。 

・平成 31（2019）年度に都市の魅力を
高めるために、蒲郡市景観計画を策定
しています。 

前計画の進捗 
・アダプトプログラムは、平成 22(2010)
年から約 10 年で、団体数は 2 倍の 32
団体に、会員数は約 2.3 倍の 819 人に
増加しています。 

・環境チャレンジなど環境学習の取組が
進められています。 

緑に関係する社会動向・市民ニーズ 
・持続可能な社会の実現に向けて、公園
施設の維持管理においても、戦略的、
効果的な対応が求められています。 

・都市公園法や都市緑地法等が改正さ
れ、「公募設置管理制度（Park-PFI）」
が設けられるなど、民間の知恵や能力
の活用による、公園の質や利用者の利
便性の向上が求められています。 

・人口減少や少子高齢化が進む中で、地
域づくりなどの人材確保のため、関係
人口の創出・拡大が必要です。 
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１ 緑の将来像

（１） 緑の将来像テーマ
東・西・北の三方を囲む山々、山裾のみかん畑、南に広がる三河湾、これらが

織りなす自然景観は、県内有数の観光地でもある本市にとって非常に重要な資源
となっています。こうした豊かな自然に囲まれるように市街地が形成され、中央
公園をはじめとする公園や社寺境内林、幾筋もの河川の水辺などの身近な緑は、
市民の暮らしにゆとりや潤いを与えています。
このような本市の特徴を踏まえ、山や農地などの緑を守り続けていく一方、市

街地の緑については、適切な維持・管理や必要に応じた再整備を通じて質的な向
上を図ります。そして、これらの取組を市民・事業者・行政が協働して進めるこ
とで、市民をはじめとする本市に関わるすべての人々がウェルビーイングを実感
し、笑顔で交流・理解し、つながりあうまちを目指します。
本計画の「緑の将来像テーマ」を次のとおり設定します。

三河湾上空からみた蒲郡市の姿

水水とと緑緑でで笑笑顔顔ががつつななががるるままちち ががままごごおおりり 
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（２） 緑の将来像図 
本市の目指すべき緑の将来像を、緑のまちを形成する山や農地の緑、三河湾沿

岸や西田川、落合川の河川、緑化された主要道路からなる水と緑の軸、公園緑地
や温泉地の緑の拠点から示します。 
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山の緑
東西および北側を御堂山から五井山、遠望峰山、三
ヶ根山に至る山地。環境保全に努めるとともに、レ
クリエーションの場として活用を図る。

農地の緑 丘陵地に広がる果樹園などの農地。営農環境の向上
や農地の保全を図る。

市街地の緑 市街化区域。身近な公園緑地の整備や、公共施設や
民有地の緑化により快適な生活環境の形成を図る。

緑の拠点
レクリエーションや防災など様々な機能を有する公
園緑地。市民が自然とふれあう場所として整備・充
実を図る。

産業と緑の調
和推進エリア

広域交通の利便性を生かした国道 23 号バイパス IC
周辺エリア。産業用地としての土地利用と周辺環境
との調和を図り、既存の自然環境（緑）の保全・維
持に努める。

公園整備重点
エリア

都市公園等が不足するエリア。都市公園の重点的な
整備を図る。

観光交流創造
エリア

観光・交流の中心となるエリア。観光地の魅力を高
めるために緑化を推進する。

緑の環境軸
(森林)

三河湾国定公園区域内の森林。樹林および生態系の
保全を図る。

水の環境軸
(海辺)

三河湾沿岸の水辺空間。三河湾に面した自然環境や
景観、生態系の保全・保護を図る。

緑の環境軸
(東西幹線道路)

国道 247 号バイパス沿道。公園緑地拠点をつなぐ幹
線道路として、街路景観や沿道の農地景観の保全に
努める。

緑の環境軸
(南北幹線道路)

(都)本宿線、(都)竹谷柏原線、(都)大塚金野線。国
道 23号バイパスと市街地を結ぶ幹線道路として、街
路景観および沿道の本市らしい農地景観の保全に努
める。

緑の環境軸
(主要道路)

市役所通などの主要道路。街路樹の適切な維持管理
を図る。沿道の公共施設や民有地での緑づくりを促
進する。

水の環境軸
(河川)

西田川、落合川、拾石川などの河川。排水設備とし
ての機能確保と自然環境、生態系の保全を図る。
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２ 基本方針と基本施策

本計画の将来像を実現するため、緑に関する課題を踏まえた 4 つの基本方針と各
方針に沿った基本施策を設定し、体系的に緑のまちづくりを推進します。

緑に関する課題 将来像 基本方針と基本施策

『
水
と
緑
で
笑
顔
が
つ
な
が
る
ま
ち

が
ま
ご
お
り
』

●遠望峰山をはじめ本市の山地や、
三河湾に面した海岸の緑の保全

●丘陵地の果樹園などの農地の保全
●西田川、落合川、拾石川などの河
川の保全

「緑をまもる」視点からの課題

●日常的に利用する公園緑地の利便
性および魅力の向上

●都市公園の不足する地域での対策
●公共施設や民有地の緑化
●自然環境や景観への影響に配慮し
たまちづくり

●竹島から蒲郡駅にかけての一帯の
さらなる魅力向上

「緑をつくる」視点からの課題

●市外から本市への主要なアクセス
道路での、歩行の快適性の確保と
魅力ある景観整備

●竹島周辺などの海辺での、水と緑
のネットワークの充実

「緑をつなぐ」視点からの課題

●市民・事業者・行政の協働・連携
●環境学習や自然体験活動などのイ
ベントの継続・充実

●市内外の人への情報発信や交流に
関する取組

●公園や街路樹を計画的に管理する
仕組みづくり

「緑をはぐくむ」視点からの課題

基本施策 1-1 樹林の保全・活用

基本施策 1-2 農地の保全・活用

基本施策 1-3 水辺の保全・活用

基本方針１ ～緑をまもる～
豊かな緑をまもり、次の世代へ継承
します

基本施策 2-1 多様なニーズに応える
公園づくり

基本施策 2-2 公共施設での緑づくり

基本施策 2-3 民有地での緑づくり

基本方針２ ～緑をつくる～
特色ある緑をつくり、まちの魅力を
高めます

基本施策 3-1 道路や河川による水と緑
のネットワーク形成

基本施策 3-2 海辺をつなぐ緑づくり

基本方針３ ～緑をつなぐ～
緑地や水辺をつなぎ、水と緑のネッ
トワークを形成します

基本施策 4-1 緑を愛する意識醸成

基本施策 4-2 協働・連携による
緑のまちづくり

基本方針４ ～緑をはぐくむ～
緑を守り育てる心をはぐくみ、協働
のまちづくりに取り組みます
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五井山をはじめとする山地や丘陵地の果樹園、三河湾に面した海岸の緑や西
田川、落合川、拾石川などの河川は、本市の緑の骨格を形成するとともに、多
様な生物の生息・生育の場として重要な緑です。
樹林や農地、河川などの本市を特徴づける緑は、今後も生物多様性に配慮し

た保全・活用に努め、緑豊かな環境を次世代へ引き継ぐことを目指します。

◆法的制度の活用
・山林は、水源の涵養、生物多様性の保全、地球温
暖化防止などの多面的機能を有する重要な存在で
す。蒲郡市森林整備計画に基づき、森林環境譲与
税を有効活用し森林整備を進めます。

・三河湾国定公園の指定区域では、良好な自然環境
や景観の保全を図るため、自然公園法に基づく許
可・届出制度の適切な運用に向けて県との連携を
図ります。

・「蒲郡の名木 50選」の樹木、良好な景観の形成を
図る上で重要な樹木については、景観重要樹木の
指定や維持管理に対する支援制度を検討します。

◆保全活動の推進やレクリエーションの場としての活用
・農地と樹林が一体となった里山では、緑の大切さ
を伝え保全意識を高めるため、アサギマダラの⾶
来時期に合わせ、里山自然観察会を開催していま
す。市は、引き続き啓発活動を支援します。

・山地を、自然にふれあうことができるレクリエー
ションの場として活用するため、関係団体の協力
を得ながら登山道の適切な維持管理に努めます。

・国指定の天然記念物である「清田の大クス」は、
推定樹齢 1000 年の中部地方で最大のクスノキと
いわれています。かけがえのない財産であるクス
ノキを、市民や「清田の大クス愛好会」と協働で
保全していくために、保存活用計画を策定します。

基本方針１ 豊かな緑をまもり、次の世代へ継承します

基本施策 1-1 樹林の保全・活用

三河湾国定公園（遠望峰山）

清田の大クス

里山自然観察会(さがらの森)
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【森林環境税と森林環境譲与税】 

森林の有する公益的機能は、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や水源
の涵養等、国民に広く恩恵を与えるものであり、適切な森林の整備等を進めて
いくことは、我が国の国土や国民の生命を守ることにつながる一方で、所有者
や境界が分からない森林の増加、担い手の不足等が大きな課題となっていま
す。 
このような現状の下、平成 31（2019）年 3 月に「森林環境税及び森林環境

譲与税に関する法律」が成立し、「森林環境税」および「森林環境譲与税」が創
設されました。 
「森林環境譲与税」は、市町村による森林整備の財源として、令和元(2019)

年度から、市町村と都道府県に対して、私有林人工林面積、林業就業者数およ
び人口による客観的な基準で按分して譲与されており、間伐等の「森林の整備
に関する施策」と、人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の
「森林の整備の促進に関する施策」に充てることとされています。 
 

市制７０周年記念事業 
がまごおり景観作品コンテスト 

最優秀賞 受賞作品 
 

「大きな清田の大クス」 
 

蒲郡東部小学校２年 
増田 楓栞 さん 
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◆営農環境の向上
・市街化調整区域の農地では、生産性の向上と魅力
ある営農環境づくりに向け、土地改良事業を推進
し、農業生産基盤の充実に努めます。

・「農業農村多面的機能支払事業」制度を活用し、
農道や用排水路の維持管理や遊休農地の再生利用
を推進し、担い手農家へ集中する作業負担を地域
ぐるみで軽減していきます。

・有害鳥獣による農作物への被害が発生しており、
被害防止策として広域的なワイヤーメッシュの設
置、防御用施設購入費の一部補助を引き続き行っ
ていきます。また、有害鳥獣捕獲において、高齢
化に伴う捕獲従事者の減少が課題となる中で、捕
獲従事者の負担軽減を図るため、ＩＣＴ等の技術
を積極的に導入していきます。

◆環境に配慮した農業の推進
・農業生産と環境保全の調和を図るため、農薬低減を目的とした害虫防除に対す
る支援の充実を図ります。

◆食育や農業体験の推進
・地元農産物の学校給食への活用や、イベントでの
地元農産物の販売を通じて、地元農産物の食育へ
の活用や地産地消を推進することで流通経費や環
境負荷の軽減を図ります。

・遊休農地では、草木が生い茂り周辺環境に悪影響
が生じます。土地所有者に対し、体験農園や観光
農園、市民農園としての利活用を働きかけ、農業
とふれあえる観光・レクリエーションの推進を図
ります。

基本施策 1-2 農地の保全・活用

ほ場整備(西迫西地区)

月田市民農園
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◆海辺環境の保全・活用
・近年、本市の海岸において漂着物による被害が発
生していることから、県が定めた「愛知県海岸漂
着物対策推進地域計画」に基づき、海岸漂着物対
策を推進し、良好な景観、多様な生態系、公衆の
衛生など海辺環境の保全に努めます。

・竹島園地や海陽町の海岸では、春と秋に官民協働
で環境美化活動を実施し、ごみ散乱防止に引き続
き取り組みます。

・年間を通じて多くの観光客が訪れる竹島園地や西
浦園地では、「あいち森と緑づくり事業」制度を
活用した市民参加による芝や松の管理を行い、海
辺の良好な景観づくりに努めます。

・海辺の魅力を高めるために、SUP（サップ）など
マリンスポーツに触れるイベントの開催や、海辺
のレクリエーション活動に対して支援します。

◆河川などの良好な水辺環境の保全
・良好な水辺景観の維持や親水空間の確保のため、
県と連携し、河川・水路沿いでの定期的な草刈を
行い適切な維持管理に努めます。

・ため池は、農業用水の確保に留まらず、生物の生
息・生育の場所や降雨時の雨水を一時的に貯留す
る洪水調節機能を有しています。本市では、ため
池の水辺環境保全のため、地域住民や事業者と協
働で定期的な草刈を実施します。

・河川の良好な水質保全を図るため、引き続き公共
下水道整備事業を推進するとともに、合併処理浄
化槽の普及・促進を支援します。

基本施策 1-3 水辺の保全・活用

草刈の様子(拾石川)

環境美化活動

SUP（サップ）体験
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公園や緑地は、市民の憩いやレクリエーションの場となるほか、良好な生活
環境の形成や、災害時の安全性の確保など、様々な役割を有しています。また、
市街地の緑は、市民の生活に潤いと安らぎを与え、美しい都市景観を創出しま
す。
市街地の緑には多様な役割が期待されており、本市の豊かな自然や観光資源

を活かした緑の創出と、さらなる魅力向上を目指します。

◆公園緑地の魅力向上
・緑の拠点である中央公園では、桜の開花時期に行
うライトアップ事業や、イベント会場としての活
用により、利用者数増加や魅力を高める取組を推
進します。その上で、多様化する市民ニーズに応
えるため公園の再整備を検討します。

・蒲郡緑地は、臨海部に整備された緑の拠点です。
近年、施設の老朽化や大木化した樹木の管理につ
いて、市民から多くの意見が寄せられています。
今後、施設の在り方について、管理者である県と
協議を進めます。

・蒲郡駅から竹島までの「東港地区」は、他のエリ
アを有機的に結ぶ重要な場所であり、魅力ある空
間形成が求められています。本市は「東港地区ま
ちづくリビジョン」を策定し、市民や訪れる人々
にとって心地よい場所となるよう、自然や景観に
配慮したまちづくりを進めます。

◆地域の自然的・歴史的資源の活用
・「さがらの森」は、自然に触れあうことのできる身近な里山であり、キャンプや
ハイキングなどのレクリエーションの場として活用されています。自然観察会
や環境学習の場として活用されるよう、市民活動団体などとの連携に努めます。

基本方針２ 特色ある緑をつくり、まちの魅力を高めます

基本施策 2-1 多様なニーズに応える
公園づくり

中央公園
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・「上ノ郷城跡」や「蒲形陣屋跡の土塁」は、戦国
時代・江戸時代の歴史を今に伝える貴重な遺構で
す。風土と緑が調和した環境を保全するととも
に、維持管理に関する取組の支援や魅力を高める
ための方策を検討します。

◆公園の新規整備と再編
・蒲郡中部土地区画整理事業では、事業の進捗にあ
わせ、周辺の居住環境と調和した都市公園づくり
を計画的に行います。

・都市公園の計画に際し、アンケート調査やワーク
ショップを実施し、地域ニーズを反映した公園整
備を行います。また、誰もが分け隔てなく、楽し
さを共有することのできるインクルーシブデザイ
ン遊具の導入や、周辺の自然環境を活かした公園
整備を検討します。

・都市公園の不足する大塚地区、形原・西浦地区な
どでは、身近な公園の整備のため、公共施設再編
により生じた用地での公園整備や無償借地公園制
度の導入を検討し、蒲郡市立地適正化計画の居住
誘導施策の視点から公園配置を計画します。

・児童遊園地などの一部の施設では、利用率低下や
管理の担い手不足が問題となっています。今後は
人口減少時代を見据え、必要に応じて設置数や施
設の見直しを検討します。

◆安全・安心な公園づくり
・都市公園は、震災など緊急時の安全を確保するた
めの重要なオープンスペースとなります。災害に
備え、地域の防災活動の一助となる多目的に利用
可能な東屋および防災道具を収納するベンチの整
備を検討します。

・遊具やベンチなどの公園施設について、市民から
老朽化に対する意見が数多く寄せられています。
本市では、公園施設長寿命化計画に基づき計画的
に施設の補修・更新を行い、安全で安心して公園

上ノ郷城跡

公園ワークショップ

水竹公園

収納ベンチ(新井形公園)
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を利用できるように努めます。
・排水路、河川への流入量の低減を図ることを目的に、都市公園内では、保水性
舗装や雨水貯留浸透施設の整備を検討します。

◆公共施設での緑づくり
・庁舎や学校、保育園などの公共施設では、既存の植栽の管理および育成に加え、
駐車場や敷地外周の緑化に取り組むことで、地域の環境向上に努めます。

・公共施設敷地内の古木、大木については、倒木による事故を未然に防ぐため管
理方法を検討していきます。

◆市民による緑づくり
・蒲郡市なんでも出前講座や植樹祭の開催、緑化木
の配布を通じて、緑化に対する意識醸成を図りつ
つ、民有地における緑化活動を推進します。

◆法的制度を活用した緑づくり
・「あいち森と緑づくり都市緑化推進事業」に基づ
く緑化事業助成金交付制度により、駐車場の芝生
化や居住敷地内の緑化を促進し、緑豊かな都市空
間の形成を推進します。

・工場新設時には、工場立地法に基づく緑地面積率
を踏まえた緑地整備を事業者に義務付け、工場周
辺の環境を保全するとともに、産業振興と環境保
全が両立した緑化を推進します。

基本施策 2-2 公共施設での緑づくり

基本施策 2-3 民有地での緑づくり

緑化事業助成金活用例

緑化木配布
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市街地に面した河川や海岸の緑地・水辺は、自然とのふれあいの場や街並み
景観の構成要素として機能しています。また、緑化された幹線道路は、人々の
快適な歩行空間としての役割を果たしています。
山地や公園の緑を河川・海岸の水辺や道路でつなぐことにより、市民や観光

客が緑とふれあいながら、快適に移動できるネットワークの形成を目指します。

◆主要道路や河川での水と緑のネットワークづくり
・国道 23 号蒲郡バイパスの全線開通により市街地の交通量の増加が見込まれます。
（都）名豊線（一般国道 247号中央バイパス）、（都）本宿線（オレンジロード）、
（都）竹谷柏原線、（都）大塚金野線では、道路種別および規格に準じて街路樹
の植栽・維持を行い快適な道路空間を整備するとともに、その沿道では本市の
良好な景観の保全を図ります。

・西田川や拾石川をはじめ市街地を流れる河川では､良好な水辺空間の維持に努め
ます。

◆快適な歩行空間の確保
・（都）衣浦蒲郡線に植栽されているイチョウは、
まちの景観の向上に寄与しています。一方で、落
ち葉の処理や枝が車両や歩行者の通行の支障とな
っています。街路樹の定期的な剪定を行い、適切
な維持管理に努めます。また、その他の街路樹が
植栽された道路についても同様の取組を行いま
す。

基本方針３ 緑地や水辺をつなぎ、水と緑のネットワークを形成します

基本施策 3-1 道路や河川による
水と緑のネットワーク形成

街路樹剪定
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◆(仮)臨海部緑地帯の形成
・竹島周辺から春日浦地区までの臨海部には、竹島ふ頭緑地、北浜公園、春日浦
公園などの公園緑地が連続的に配置され、周辺住民が日常的に利用しています。
一方で、浜町埋立地の工業区域に立地している蒲郡緑地は、市民が日常的に使
うことは難しい状況にあります。今後、市民の公共の福祉の増進を図ることを
目的として、蒲郡緑地の機能の一部を再編の上、臨海部への配置を検討します。
また、海辺の良好な景観形成および沿岸部の住環境向上に向け、各施設を所管
する関係機関と協議・検討します。

図 (仮) 臨海部緑地帯の位置

◆海辺の散策路づくり
・三河湾に面した海辺では、海と陸の景観を楽しみ
ながら散策できる魅力的なエリアとなっていま
す。遊歩道の適切な維持管理を行い保全に努めま
す。

基本施策 3-2 海辺をつなぐ緑づくり

松島遊歩道
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市民一人ひとりが緑への愛着を深め、豊かな緑を守り育てる様々な活動に主
体的に取り組むことが必要です。
そのため、環境学習や自然体験活動、緑とふれあえるイベントの継続・充実

を図ります。また、公園や街路樹の管理を、市民・事業者・行政が担う、協働
のまちづくりを目指します。

◆緑を守るボランティアの育成
・ボランティア活動への参加意欲の向上や参加者の裾野を広げるため、植樹祭や
蒲郡市なんでも出前講座への参加・交流を通じて緑に対する意識醸成を図りつ
つ、活動に対して支援を行います。

◆緑の学び場づくり
・小学校では、自然体験学習や三河湾環境チャレン
ジを通じて、自然や緑の大切さを直に学ぶ活動を
引き続き実施します。

・小学校や中学校では、農作物の栽培や花の育成を
通じて、緑について学ぶ機会を設けていきます。

・さがらの森の里山自然観察会では、緑の専門家か
ら自然に関して学び、参加者自ら自然について興
味・関心をもってもらえるような取組を引き続き
行います。

◆緑づくりに関する情報発信
・美化活動や自然観察会を通して、市民や事業者の緑づくり活動への関心を高め
ます。加えて、活動への参加を促進するため、ホームページや広報、ＳＮＳを
活用して活動内容や支援制度に関する情報提供に努めます。

・「愛・道路パートナーシップ事業」は県、市および市民や企業の団体の 3 者が協
力して行う県管理の道路の清掃活動です。県は道具の貸与・ボランティア保険
の加入、市はゴミの回収・処理を支援します。これらの取組について自治会へ
説明・呼びかけを行い、環境美化活動を推進します。

基本方針４ 緑を守り育てる心をはぐくみ、協働のまちづくりに取り組みます

基本施策 4-1 緑を愛する意識醸成

自然体験学習(三谷東小学校)
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◆緑に関する意識の啓発
・さがらの森では、自然の緑や公園の緑に対する関
心を高めるために、各団体が協働して森の文化祭
を開催しています。また、都市公園において植樹
祭を開催し、公園に対して愛着を持ってもらえる
ように取り組みます。引き続き、これらの緑に関
する活動を支援・推進します。

・緑づくりに関する市民のボランティア活動や事業
者の社会貢献活動、また各種イベントに参加する
市民団体の情報について、ホームページや広報、
ＳＮＳを活用して発信に努めます。

・市民の緑づくり活動を支援するため、ガーデニン
グや家庭菜園に関する講習会の開催や、蒲郡市な
んでも出前講座の利活用を働きかけます。

◆協働・連携の仕組みづくり
・都市公園内の飲食店、売店など公園施設の設置・管理に関して、民間事業者を
公募により選定する公募設置管理制度（Park-PFI）の導入を検討します。

・公園運営については、市民・事業者・行政の話し合いにより管理方法や利用ル
ールを決め、協働による運営を推進します。

・市街地の樹木・樹林の保全・美化活動については、道路の愛護活動やアダプト
プログラムを通じて、市民や市民団体の保全活動を支援します。

◆緑づくりへの支援の充実
・道路や河川、公園において、地域住民などが自主的に行う緑づくり活動に対し、
作業に必要な物品を提供し、活動を支援します。

・ボランティア団体や地域住民による林道や農道の維持管理活動に対して、継続
的な活動が行われるよう、燃料費の補助や資材の提供を行います。

基本施策 4-2 協働・連携による緑のまちづくり

森の文化祭 inさがらの森
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図 基本施策位置図 
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１ 緑化重点地区の設定

緑化重点地区は、都市緑地法第４条第２項第８号の規定に基づき定められた緑化
地域以外の区域であって重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区を示していま
す。緑化重点地区では、公園整備や、公共施設・民有地の緑化などに関する施策を
推進します。

緑化重点地区の設定にあたっては、以下の視点に基づき地区の選定を行い、「港
町・竹島地区」、「水竹地区」「大塚地区」「形原・西浦地区」の４地区を設定します。

緑化重点地区設定の視点 港町・竹島
地区

水竹
地区

大塚
地区

形原・西浦
地区

駅前等都市のシンボルとなる地区 〇

緑の少ない住宅地 〇 〇 〇

都市の風致の維持が特に重要な地区 〇 〇

防災上緑地の確保および市街地における
緑化の必要性が比較的高い地区 〇 〇

参照：「緑の基本計画ハンドブック 令和３年改訂版」（日本公園緑地協会）

図 緑化重点地区の位置

水竹地区

大塚地区

港町・竹島地区

形原・西浦地区
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２ 緑化重点地区における取組 

■港町・竹島地区（東港地区） 

地区の概況 

・主要駅である蒲郡駅、本市の観光のシンボルである竹島、蒲
郡市民会館、竹島水族館、生命の海科学館などの文化・観光
施設が立地し、年間を通じて多くの市民や観光客が訪れま
す。 

・観光地竹島周辺では、蒲郡市景観計画の景観重要建造物に指
定された蒲郡クラシックホテルと竹島橋や、八百富神社の境
内林、歴史ある景観が多く存在しています。 

・蒲郡駅と竹島周辺を結ぶマリンロードでは、良好な歩行空間
が整備されています。 

・竹島ふ頭周辺では、誰もが日常的に訪れたくなる「居心地の
良い」まちづくりが進められています。 

・蒲郡駅北地区（駅前広場周辺）では、再開発事業により新た
なまちづくりが進められています。また、蒲郡駅北地区（宝
町地区）では、多様化する市民ニーズに対応するため、図書
館機能、ホール機能、生涯学習センター機能を核とした複合
施設整備を検討しています。 

  

地区の課題 

・蒲郡駅周辺と竹島地区の間を快適に回遊できる道路空間の整
備が必要です。 

・竹島園地周辺では、観光資源や歴史・文化的資源、自然環境
を活かしたまちづくりが求められています。 

・蒲郡駅北地区では、多くの人が訪れる本市の顔として、良好
な都市景観を備えたまちづくりが求められています。 

  

緑に関する取組 

・蒲郡駅から竹島ふ頭に至る（都）蒲郡港線では、「歩行者利
便増進制度（ほこみち）」などによる道路空間利活用の検討
を進めます。 

・竹島ふ頭周辺の海岸沿いへ、東港地区におけるまちの骨格と
なる新しい緑を配置します。 

・多くの人が訪れる竹島園地では、あいち森と緑づくり事業を
活用し景観保全を図ります。 

・竹島地区の海岸では、協働による清掃活動を行い、観光地に
おけるごみの散乱を防止し環境美化を図ります。 

・蒲郡駅北地区で行われる再開発事業や公共施設再編事業で
は、適切な緑を配置し良好な景観を備えた居心地の良い都市
空間の形成を進めます。 
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■水竹地区（蒲郡中部土地区画整理事業周辺地区） 

地区の概況 

・蒲郡中部土地区画整理事業に伴い、水竹公園、新井形公園、
松前公園が整備済みです。今後、一沢公園、千丸公園の整備
が計画されています。 

・市内で最も大きな都市公園である中央公園があります。 
・アンケート調査では、市内で好きな緑を「中央公園などの大
きな公園」と回答した割合が 40％を超えています。 

・国道 23 号蒲郡バイパスの全線開通により、市街地を結ぶ
（都）本宿線（オレンジロード）での交通量の増大が見込ま
れます。 

  

地区の課題 

・住環境向上のため、都市公園の計画的な整備が必要です。 
・多くの市民の憩いの場である中央公園は、施設の老朽化によ
り魅力度が低下しています。 

・交通量増大により、オレンジロード沿道の住環境への影響が
懸念されます。 

・街路樹の適切な管理が求められています。 
・宅地化の進展により、大雨降雨時の排水施設への負荷が高ま
ります。 

  

緑に関する取組 

・都市公園および緑地の整備を計画的に行うことで住環境の向
上を図ります。 

・都市公園では、雨水を一時的に貯留するブロックや緑地を整
備することにより、周辺の排水施設への負荷の低減を図りま
す。 

・（都）本宿線（オレンジロード）に植栽されたケヤキを適切
に管理することで、美しい道路景観の維持、住環境の向上を
図ります。 

・中央公園では、魅力度の向上を図るために、今後、公園の施
設配置の変更や遊具および施設の見直しの検討を進めます。 
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■大塚地区 

地区の概況 

・住宅地が密集し、小規模な農地や空地が点在しています。 
・身近に利用可能な都市公園が存在せず、東大塚児童遊園地や
平原チビッコ広場などが点在しています。 

・アンケート調査では、緑が豊かなまちと思わない理由を「身
近に公園がないから」と回答した市民が、全市平均の約
18％に対し、大塚中学校区では約 40％となっています。 

・大塚中学校区では、小学校などの公共施設再編が進められま
す。 

  

地区の課題 

・当地区は、既に市街地が形成されていることから、新たに都
市公園の用地を確保することが困難となっています。 

・市街地内に残る緑の保全が求められます。 
・緑地やオープンスペースが不足しています。 

  

緑に関する取組 

・蒲郡市立地適正化計画の居住誘導の視点から、都市公園の適
地を選定します。 

・公共施設再編に伴い、生み出された土地の公園用地としての
活用を検討します。 

・適正な公園の配置を進めるため、無償借地公園制度の活用を
検討します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

市制７０周年記念事業 
がまごおり景観作品コンテスト 

市長賞 受賞作品 
 

「今年もきれいなあじさいの里」 
 

塩津小学校４年 
松下 美寧 さん 
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■形原・西浦地区 

地区の概況 

・住宅地が密集し、小規模な農地や空地が点在しています。 
・人口の高齢化が進行していますが、高齢者が身近に利用でき
る公園などがありません。 

・身近に利用可能な都市公園が存在せず、知柄児童遊園地や馬
場チビッコ広場などが点在しています。 

・アンケート調査では、緑が豊かなまちと思わない理由を「身
近に公園がないから」と回答した市民が、全市平均約 18％
に対し、形原中学校区・西浦中学校区では 30％を超えてい
ます。 

・西浦中学校区および形原中学校区では、小学校などの公共施
設再編が進められています。 

  

地区の課題 

・当地区は、既に市街地が形成されていることから、新たに都
市公園の用地を確保することが困難となっています。 

・市街地内に残る緑の保全が求められます。 
・緑地やオープンスペースが不足しています。 

  

緑に関する取組 

・蒲郡市立地適正化計画の居住誘導の視点から、都市公園の適
地を選定します。 

・公共施設再編に伴い、生み出された土地の公園用地としての
活用を検討します。 

・適正な公園の配置を進めるため、無償借地公園制度の活用を
検討します。 
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１ 緑のまちづくりの目標 

本計画では、基本施策の実施による緑の将来像の達成状況を把握するため、以下
の数値目標を設定しました。これらの目標値の向上に取り組むことで、緑の将来像
「水と緑で笑顔がつながるまち がまごおり」の実現を目指します。 
 
目標１：市域に占める緑地の割合 

施設緑地と地域制緑地を合わせた緑の総量を示す指標です。今後、産業地の拡大
に伴い森林や農地の減少が想定されますが、法制度の適切な運用や農業振興により
森林や農地の保全に努めるとともに、公園緑地の計画的な整備を行うことで緑地率
の現状維持を目指します。 
 

現状（令和６年） 目指す方向 目標値（令和 16年） 

52.1％ 

 
 
 

現状維持 

概ね 52％ 

※現状（令和６年）の数値 52.1％は、市域面積 5,696ha に対する令和５（2023）年度の緑地現況量
2,966.4ha（「第２章 緑の現況」の 10ページを参照）の割合 

 
目標２：蒲郡市立地適正化計画における居住誘導区域内の都市公園カバー率 

蒲郡市立地適正化計画で設定した居住誘導区域内の都市公園の整備状況を示す指
標です。居住誘導区域は人口密度を維持することで、生活サービスやコミュニティ
が持続的に確保されるよう居住を誘導する区域です。区域内において公園整備など
公共投資を計画的に進め公園カバー率※を高めることで、良好な居住環境の確保を目
指します。 

 
現状（令和６年） 目指す方向 目標値（令和 16年） 

50.6％ 

 
 
 

増加 

55% 

※居住誘導区域面積に対する都市公園および 1,000㎡以上の児童遊園地などの誘致圏（250ｍ）面積の割合 
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目標３：公園の満足度 

令和５（2023）年に実施した市民アンケート調査の「市内の公園の満足度」に関
する設問に「満足」および「やや満足」と回答した割合を示す指標です。公園施設
の更新、地域のニーズに合わせた特色ある公園づくりを行い、公園の魅力度を高め
ることで満足度の向上を目指します。 
 

現状（令和６年） 目指す方向 目標値（令和 16年） 

30.5％ 
（令和 5年アンケート調査） 

 
 
 

増加 

35％ 

※市民アンケート調査から 公園の満足度の設問（公園までの距離、公園の大きさ、遊具などの施設、公園内の
安全性、清掃や樹木の管理、緑や芝生などの多さ、利用上の規則の 7 項目）で「満足」および「やや満足」と
回答した人の割合の平均は、平成 22（2010）年（25.8％）から令和 5（2023）年（30.5％）までの 13年間
で 4.7 ポイント増加しており、年平均では約 0.4 ポイントの増加となります。今後 10 年間で同程度の割合で
の増加を目指し、目標年次は 34.5％≒35％とします。 

 
目標４：緑に関する活動への参加意向 

令和５（2023）年に実施した市民アンケート調査の「緑を残したり、増やしたり
する活動への参加意向」で「参加したい」および「できれば参加したい」と回答し
た割合を示す指標です。緑に関する活動の情報発信に努め、市民との協働による緑
のまちづくりを目指します。 
 

現状（令和６年） 目指す方向 目標値（令和 16年） 

32.8％ 
（令和 5年アンケート調査） 

 
 
 

増加 

50％ 

※令和５年の市民アンケート調査では、「緑を残したり、増やしたりする活動」に「関心がある」および「やや
関心がある」と回答した人の割合が 49.7％と約半数なのに対し、「緑を残したり、増やしたりする活動」へ
「参加したい」および「できれば参加したい」と回答した人の割合は32.8％と低く、緑に関する活動への関心
の高さに比べ参加意向が低い結果となっています。このため、緑に関する活動に関心がある人すべてが活動に
参加したいと考えるよう働きかけ、緑に関する活動に「参加したい」および「できれば参加したい」と回答す
る人の割合の目標を、緑に関する活動に「関心がある」および「やや関心がある」と回答した人の割合
（49.7％）と同じ割合まで増加することを目指し、49.7％≒50％とします。 
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１ 緑のまちづくりに向けて 

人口減少・少子高齢化が進展しているなか、限られた財政状況などを踏まえ、緑
のまちづくりを計画的に推進していくためには、行政だけでなく、市民・事業者が
それぞれの役割を認識し、協働しながら取り組んでいくことが必要です。 
三者が、それぞれの意見や認識を共有し、互いに支援し合い、各主体の特性を生

かした、緑のまちづくりを推進することで、本市の緑の将来像である「水と緑で笑
顔がつながるまち がまごおり」を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

水と緑で笑顔が  
つながるまち  
がまごおり  

 
・地域の緑化 
・緑に関するイベントへの参加 
・緑の保全、維持管理活動への参加 
・緑のまちづくりへの意識向上 

市 民 

 
・公園、緑地、街路樹の整備、維持管理 
・緑に関するイベントの開催 
・緑の保全、維持管理活動の情報発信 
・緑の保全、維持管理活動への支援 
・緑のまちづくりに関する意識啓発 
 

行 政 

 
・敷地内の緑化や緑地の確保 
・緑の保全、維持管理活動への参加・支援 
・緑に関する管理や取組への参画 
・緑の保全や創出に関する法令遵守 

事業者 

協働

協働

協働
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２ 計画の進捗管理

緑地の保全や緑化などの施策を計画的に推進していくためには、計画を適切に評価
し管理する体制を整えていくことが必要です。
計画の進捗管理においては以下の点に留意し、施策の着実な実施に努めます。

（１） PDCAサイクルに基づく進捗管理
計画の進捗管理は、「Plan（計画）」「Do（実行）」「Check（評価）」「Action（改

善）」の PDCA サイクルに基づいて行います。本計画に定めた施策や目標値におい
て、関係各課や関係機関と協議し、事業の取組実績と達成状況を調査確認します。

（２） 必要に応じた計画の見直し
計画期間の中間年を目途として、本計画に基づく施策・事業の進捗状況や目標値

の達成状況についての把握・評価を行い、必要に応じて計画の見直しを行います。
また、本計画に大きな影響を及ぼすような社会情勢の変化があった場合には、機

動的に計画の見直しを行います。

Plan（計画）
○緑の基本計画の改訂
○事業計画の策定

Do（実行）
○施策・事業の実施

Check（評価）
○施策・事業の進捗状況の把握
○目標の達成状況の確認

Action（改善）
○施策・事業の見直し
○緑の基本計画改訂の必要性
検討

図 PDCAサイクルのイメージ
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１ 計画策定の経緯 

 
日時 会議等 主な内容 

令和 5（2023）年 
10月 30日 
～11月 17日 

市民アンケート調査 蒲郡市在住の 18歳以上の 1,700名を対象に実施 
回収率：41.6％ 

令和 6（2024）年 
3月 26日 

第 1回策定委員会 ・緑の基本計画の概要 
・蒲郡市の緑の現状について 

令和 6（2024）年 
7月 19日 

第 2回策定委員会 ・市民アンケート調査の結果について 
・緑の分析・評価について 
・緑づくりの課題について 

令和 6（2024）年 
10月 10日 

第３回策定委員会 ・緑の将来像と基本施策について 
・緑化重点地区について 

令和 6（2024）年 
12月 9日 

第４回策定委員会 ・緑の基本計画素案について 
（緑のまちづくりの目標、計画の推進と進捗管理） 

令和７（2025）年 
1月 8日～2月 6日 

パブリックコメント
の実施 

【結果】 
2名、22件 

令和 7（2025）年 
2月 21日 

第５回策定委員会 ・パブリックコメントの結果報告について 
 

令和 7（2025）年 
４月 1日 

計画の公表  
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２ 蒲郡市緑の基本計画策定委員会名簿 

 

 氏  名 所 属 等 分 野 

委 
 

 
 

員 

○大貝 彰 豊橋技術科学大学    特別顧問・名誉教授      学識経験者 

髙橋 大輔 東三河地域研究センター 常務理事・調査研究室長    学識経験者 

山下 英孝（R5） 
長瀬 克夫（R6） 

蒲郡商工会議所     専務理事・事務局長 
蒲郡商工会議所     専務理事       

商工業 

荒島 祐子 蒲郡市農業委員会    委員             農業 

市川 幸樹 蒲郡造園業協同組合   理事長            造園 

細井 政雄 蒲郡市総代連合会    副会長・町部総代会長     地元 

早川 康子 地域学校協働活動推進員                児童 

志村 昭彦 がまごおり市民まちづくりセンター           ＮＰＯ 

西川 和宏 未来塾         会員             市民 

牧原 鉄男 蒲郡山友会       会員             市民 

高柳 幸枝 いきいきサロン王子   代表             市民 

石川 たづ子 蒲郡地域の茶の間の会  会長             環境 

嶋田 丈裕 蒲郡市都市開発部    部長             行政 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

北川 喜己（R5） 
粟田 雅貴（R6） 

愛知県都市・交通局都市基盤部公園緑地課 課長 県職員 

稲垣 佳之（R5） 
岩田 勝則（R6） 

愛知県東三河建設事務所都市施設整備課 課長 県職員 

※ ○は委員長 

  



 

87 

３ 用語解説 

 

 あ 行  
 
愛知県海岸漂着物対策推進地域計画  _________________________________  

海岸漂着物対策推進法に基づき、海岸漂着物対策を総合的かつ効果的に推進する
ため、愛知県が策定した計画。重点的に対策を講ずることが必要とされる「重点区
域」として、本市では西浦地区、形原地区、蒲郡地区の 3地区が設定され、地域特
性に応じた施策が進められている。 

 
あいち森と緑づくり税  __________________________________________  

愛知県内の森林、里山、都市の緑を適正に整備、保全するための様々な取組を進
めるために、県民や企業が負担する税。 

 
あいち森と緑づくり都市緑化推進事業  _______________________________  

市町村等が行う都市の緑の保全と創出を推進する事業について、「あいち森と緑
づくり税」を財源として、交付金を交付して支援するもの。 

 
愛・道路パートナーシップ事業  ____________________________________  

県、市及び市民や企業の団体の 3者が協力して県管理道路の清掃を行う事業。市
民や企業の団体は県管理道路の一定区間を継続的に清掃美活動を行い、県と市がこ
れを支援することにより地域に愛される快適な道路環境づくりを進めていく制度。 

 
インクルーシブデザイン  _________________________________________  

子どもや高齢者、障害者など、多様な人々のニーズを考慮した設計方法。 
 
ウォーカブルなまちづくり  _______________________________________  

街路空間を車中心からひと中心の空間へと転換し、人々が行き交い、憩い、多様
な活動を行う場としていくことにより「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形
成を目指した取組。蒲郡市は、国土交通省が進めるこの取組に賛同し、令和2（2020）
年 5月「ウォーカブル推進都市」に加入。 

 
雨水貯留浸透施設  _____________________________________________  

雨水を一時的に貯留したり、地中に浸透させることにより、河川や下水道への雨
水流出量を抑制する施設。大雨時に雨水を貯留する調整池や、側溝やますなどの側
面や底面に孔をあけ、雨水が地中に浸透するようにした施設等。 
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園地  _______________________________________________________  
自然公園法に基づく施設で、自然公園内に公園利用者の散策、水遊び、ピクニッ

ク、デイキャンプ、風景観賞、自然観察等自然との積極的なふれあいを図るために
設けられる施設。 

 
オープンスペース  _____________________________________________  

都市における公園・緑地・街路・河川敷・民有地の空地部分などの建物が建って
いない空間の総称。 

 
 

 か 行  
 
街区公園  ____________________________________________________  

都市公園の種類の一つで、主として街区内に居住する者の利用に供することを目
的とする公園。街区内に居住する者が容易に利用できる範囲内で１箇所あたり面積
0.25haを標準として配置する。 

 
合併処理浄化槽  _______________________________________________  

家庭から出る生活排水（し尿、台所、お風呂、洗濯等の雑排水を合わせたもの）
のすべてを浄化できる浄化槽のこと。 

 
カーボンニュートラル  __________________________________________  

二酸化炭素（CO2）の排出量と吸収量とがプラスマイナスゼロの状態になること。 
 
関係人口  ____________________________________________________  

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域
の人々と多様に関わる人々のこと。 

 
観光農園  ____________________________________________________  

農業経営体が観光客等の第三者に、ほ場において自ら生産した農産物の収穫等一
部の農作業を体験またはほ場を鑑賞させ、料金を得る事業。 

 
居住誘導区域  _________________________________________________  

蒲郡市立地適正化計画で定める人口減少の中にあっても一定のエリアにおいて
人口密度を維持することで、生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよ
う、市街化区域内で居住を誘導する区域。 
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協働  _______________________________________________________  
市民、市民活動団体、事業者が自主的に取組んでいる活動、また行政が主体的に

取組んでいる事業において、共有する領域については対等の立場で相互に力を合わ
せて目的のために協力し合うこと。 

 
近隣公園  ____________________________________________________  

都市公園の種類の一つで、主として近隣に居住する者の利用に供することを目的
とする公園。近隣に居住する者が容易に利用できる範囲内で１箇所あたり面積 2ha
を標準として配置する。 

 
景観重要建造物・景観重要樹木  ____________________________________  

地域住民に広く親しまれるとともに、景観上重要な建造物や樹木で、景観法に基
づき市が指定するもの。 

 
工場立地法  __________________________________________________  

工場立地が環境の保全を図りつつ適正に行われるようにするため、工場立地に関
する調査の実施や、準則などの公表をし、国民経済の健全な発展と国民の福祉の向
上に寄与することを目的とした法律。 

 
公募設置管理制度（Park-PFI）  ____________________________________  

都市公園において飲食店、売店等の収益施設（公募対象公園施設）の設置と、園
路、広場等の整備、管理を一体的に行う民間事業者を、公募により選定する制度。 

 
交流人口  ____________________________________________________  

地域外に居住し、通勤や通学、観光、レジャーなどで一時的に訪れる人のこと。 
 
 

 さ 行  
 
SUP（サップ）  _______________________________________________  

Stand Up Paddleboard（スタンドアップパドルボード）の略称で、ボードの上
に立ちパドルを使って水上を漕いで進むウォータースポーツ。 

 
里山  _______________________________________________________  

都市と自然との中間にあり、農林業などに伴うさまざま人間の働きかけを通じて
環境が形成・維持されてきた山、森林のこと。 
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市街化区域  __________________________________________________  
都市計画区域のうち、既に市街地を形成している区域と概ね 10年以内に優先的

かつ計画的に市街化を図る区域のこと。 
 
市街化調整区域  _______________________________________________  

都市計画区域のうち、市街化を抑制すべき区域のこと。 
 
市街地中心部  _________________________________________________  

蒲郡駅北口、市役所、蒲郡高校などを含む、蒲郡市の中心エリア。 
 
児童遊園地  __________________________________________________  

児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的と
する屋外型の児童厚生施設。 

 
市民農園  ____________________________________________________  

都市の住民がレクリエーション、体験学習などの多様な目的で農地を利用して野
菜や花を栽培する農園。 

 
人工林  ______________________________________________________  

人の手による植栽または播種で更新した森林。 
 
親水空間  ____________________________________________________  

海岸や河川、湖などで水とふれあい親しめる空間。 
 
生態系  ______________________________________________________  

一定地域内のすべての生物と、水、大気、光などの自然環境が、エネルギーの流
れ、食物連鎖などにより相互に関係する、生物社会のまとまりのこと。 

 
生物多様性  __________________________________________________  

あらゆる生物種の多さと、それらによって成り立っている生態系の豊かさやバラ
ンスが保たれている状態。さらに、生物が過去から未来へと伝える遺伝子の多様さ
までを含めた幅広い概念。 
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 た 行  
 
体験農園  ____________________________________________________  

農園主（開設者である農業者）が主体となり、入園者（利用者）が農園主の指示
にしたがって決められた作物の農作業を体験できる農園。 

 
地域森林計画対象民有林  _________________________________________  

森林法に基づき、都道府県知事が５年ごとに 10年を１期としてたてる地域森林
計画の対象となる民有林。 

 
地産地消  ____________________________________________________  

地域で生産された農産物を、その生産された地域内で消費すること。 
 
眺望点  ______________________________________________________  

不特定多数の人に公開された、遠景や中景などの景観を一望できる見晴らしの良
い場所。 

 
都市計画区域  _________________________________________________  

都市計画法に基づく区域で、一体の都市として総合的に整備･開発･保全する必要
のある区域。都市計画区域では、必要に応じて市街化区域、市街化調整区域に区分
され、土地利用や都市施設などの都市計画が決定される。 

 
都市公園  ____________________________________________________  

都市公園法に基づいて、国や地方公共団体が設置する公園または緑地。 
 
都市公園法  __________________________________________________  

都市公園の設置及び管理に関する基準等を定めて、都市公園の健全な発達を図り、
公共の福祉の増進に資することを目的として制定された法律。都市公園の定義や、
管理に係る事項等について定められている。 

 
都市緑地法  __________________________________________________  

都市における緑の保全及び緑化を推進することにより、良好な都市環境の形成を
図り、健康で文化的な都市生活の確保に寄与することを目的とした法律。 

 
土地区画整理事業  _____________________________________________  

道路、公園、河川等の公共施設を整備・改善し、土地の区画を整え宅地の利用の
増進を図る事業。 
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 な 行  
 
ネイチャーポジティブ（自然再興）  _________________________________  

生物多様性の損失に歯止めをかけ、自然を回復傾向へ向かわせること。2023 年
に策定された「生物多様性国家戦略 2023-2030」において、2030年までにネイチ
ャーポジティブを達成するという目標が掲げられている。 

 
農用地区域  __________________________________________________  

市町村がおおむね 10年後を見通して農用地として利用すべき土地として設定し
た区域。 

 
農業農村多面的機能支払事業  _____________________________________  

地域ぐるみで行う農地周辺の草刈りや水路の泥上げ、環境保全等の共同活動に必
要な資金を助成する制度。 

 
 

 は 行  
 
ヒートアイランド現象  __________________________________________  

建物の空調設備や自動車走行などの人工排熱の増加や、緑地・水面の減少、コン
クリート建造物やアスファルト舗装などの地表面被覆の人工化により、郊外に比べ
て都市部の気温が島状に高くなる現象。 

 
保安林  ______________________________________________________  

水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成など、特
定の公共目的を達成するため、指定される森林。 

 
歩行者利便増進制度（ほこみち）  __________________________________  

歩行者が安心・快適に通行・滞留できるよう、賑わいのある道路空間を構築する
ための道路の指定制度。ほこみちに指定された道路では、歩道等の中に“歩行者の
利便増進を図る空間”を定めることができ、オープンカフェやイベントなど多様な
道路空間の活用が可能となる。 

 
ほ場整備  ____________________________________________________  

農地の集約・整形・整地や、かんがい排水・農道・暗渠排水などの整備を一体的
に行う、農地の区画整理の代表的な手法のこと。 
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保水性舗装  __________________________________________________  
舗装の空隙に保水性のある材料を充填することで、舗装に水を保持させ、蒸発す

る際の水の気化熱により路面温度の上昇を抑制する機能を有する舗装。 
 
 

 ま 行  
 
無償借地公園制度  _____________________________________________  

公園管理者である自治体が土地所有者から期間を定めて無償で土地を借り受け
て、都市公園を整備する制度。土地所有者に対しては、税制面での優遇措置が図ら
れ、自治体にとっては、整備費用が抑えられ、短期間で整備ができるなどのメリッ
トがある。 

 
 

 や 行  
 
遊休農地  ____________________________________________________  

1年以上耕作されておらず今後も耕作される見込みがない農地や、周辺地域の農
地と比較して利用の程度が著しく劣っている農地。 

 
 

 ら 行  
 
ランドマーク  _________________________________________________  

山や建造物など、地域の景観において目印や象徴となる事物。 
 
緑化地域  ____________________________________________________  

良好な都市環境の形成に必要な緑地が不足し、建築物の敷地内の緑化を推進する
必要がある区域。敷地内の施設緑化の面積割合の最低限度を定めることができる。 

 
緑被面積  ____________________________________________________  

緑の総量を把握するための数値の一つで、上空から見た水や緑に覆われている土
地の面積のこと。（次ページ参照） 

 
緑被率  ______________________________________________________  

全体面積に対して、緑被面積が占める割合のこと。（次ページ参照） 
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■緑被計測の対象について

☆緑被計測作業のイメージ

☆本計画における緑被計測の方法
航空写真を判読して緑被部分を抽出し、緑被面積を自動計測する。

緑被抽出前 緑被抽出後
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■緑被率と緑地率の違い 
 
①緑被率 

・全体面積に対して緑被面積が占める割合。 
・本市では水面を含めて緑被率を算定。 

 
②緑地率 

・全体面積に対して緑地面積が占める割合。 
 

☆緑地面積とは？ 
施設緑地（※１）と地域制緑地（※２）の合計面積。 
緑地面積は、緑化されているかどうかに関わらず、敷地面積もしくは指
定面積を合計する。例えば、公園の駐車場や土のグランドは「緑地面積」
に含まれるが、緑で覆われていないため、「緑被面積」にはカウントされ
ない。 

 
※１ 施設緑地：都市公園や､都市公園以外の公園緑地に準ずる機能を持つ公有地、民有地の緑地。 
※２ 地域制緑地：良好な自然環境などの保全を図るために、土地利用や開発を規制する目的で、

一定の土地の区域を法律や条例などに基づき指定する緑地。 
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４ 緑地の分類

緑地の現況では、以下の分類に示す緑地を対象としています。緑地は、公共施設等
として管理される施設緑地と、土地利用コントロールで確保される地域制緑地に大別
されます。

出典：「緑の基本計画ハンドブック 令和３年改訂版」（日本公園緑地協会）

緑

地

施
設
緑
地

地
域
制
緑
地

都市公園

都市公園
以外

公共施設
緑地

民間施設
緑地

準公共的施設緑地

都市公園法で規定するもの

都市公園を除く公共空地、国民公
園､自転車歩行者専用道路、地方自
治法設置又は市区町村条例設置の
公園、公共団体が設置している市
民農園、公開している教育施設(国
公立)、河川緑地、港湾緑地、農業
公園、児童遊園地、公共団体が設
置している運動場やグラウンド、
子どもの国、等

学校の植栽地、下水道処理場等の
付属緑地、道路環境施設帯及び植
栽帯、その他の公共公益施設にお
ける植栽地 等

都市公園以外で
公園緑地に準じる
機能を持つ施設

公共公益施設に
おける植栽地等

市民緑地

条例等に基づく緑地（上記以外）、公開空地、市民農
園（上記以外）、一時解放広場、公開している教育施
設（私立）、市区町村と協定等を結び解放している企
業グラウンド、社寺境内地、民間の屋上緑化空間、民
間の動植物園 等

法に
よるもの

協定に
よるもの

条例等に
よるもの

緑地保全地域、特別緑地保全地区、地区計画等緑地保全条例（都市緑地法）
風致地区、地区計画農地保全条例（都市計画法）
生産緑地地区（生産緑地法）
近郊緑地保全区域、近郊緑地特別保全地区（首都圏近郊緑地保全法他）
歴史的風土保存区域、歴史的風土特別保存地区（古都保存法）
景観地区で緑地に係る事項を定めているもの（景観法）
自然公園（自然公園法）
自然環境保全地域（自然環境保全法）
農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法）
河川区域（河川法）
保安林区域、地域森林計画対象民有林（森林法）
保存樹・保存樹林（樹木保存法）
景観重要樹木（景観法）
史跡･名称･天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの（文化財保護法）
等

緑地協定（都市緑地法）
景観協定で緑地に係る事項を定めているもの（景観法） 等

条例・要綱・契約、協定等による緑地の保全地区や緑化の協定区域
樹林地の保存契約、協定による工場植栽地 等
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